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め
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0清家
堅
庭
の
医
療
活
動

②清
家
堅
庭
の
社
会
活
動

お
わり
に

［論文
要
旨
］

　
文
化
＝
年
二
八
一
四
）
に
宇
和
島
藩
領
の
宇
和
郡
八
代
村
（
愛
媛
県
八
幡
浜
市
）
八
尺
神
社
　
　
を
地
域
に
広
め
る
活
動
も
行
っ
た
。
そ
の
最
も
特
筆
さ
れ
る
活
動
に
、
八
尺
神
社
内
に
私
設
図
書
館

の神
職
の
家
に
生
ま
れ
た
堅
庭
は
、
地
元
の
八
幡
浜
本
町
の
医
師
二
宮
春
祥
に
医
学
を
学
ん
だ
後
、
　
　
　
の
王
子
文
庫
を
創
設
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
安
政
六
年
二
八
五
九
）
に
二
間
四
方
瓦
葺
き
の

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
は
長
崎
に
お
も
む
き
蘭
方
医
楢
林
宗
建
の
も
と
で
蘭
医
学
を
本
格
的
に
　
　
　
　
建
物
が
完
成
し
、
漢
学
・
国
学
・
蘭
医
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
書
物
が
千
冊
以
上
も
集
め
ら
れ
た
。

学
ん
だ
。
そ
の
後
、
嘉
永
三
年
二
八
五
〇
）
か
ら
亡
く
な
る
明
治
一
〇
年
二
八
七
七
）
に
か
け
　
　
　
王
子
文
庫
は
堅
庭
の
蔵
書
を
主
体
と
し
つ
つ
も
、
近
隣
の
庄
屋
や
地
方
文
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
多

て

八幡
浜
と
八
代
村
で
地
域
医
療
に
従
事
し
た
。
堅
庭
が
医
療
を
行
っ
た
幕
末
期
、
八
幡
浜
地
域
で
　
　
　
く
の
書
物
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
書
物
は
広
く
地
域
に
公
開
さ
れ
た
。

は
患
者
が
望
め
ば
複
数
の
医
師
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
う
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
在
村
蘭
方
医
の
研
究
は
医
療
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
堅
庭
の
事
例
か
ら
は
、

し
た
な
か
堅
庭
は
、
「
薬
品
之
儀
ハ
医
術
之
根
元
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、
よ
り
よ
い
薬
を
求
め
て
　
　
　
在
村
蘭
方
医
が
医
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が
学
ん
だ
知
識
を
地
域
に
還
元
し
て
い
く
社
会
的
な
存

医
療
に
あ
た
り
、
嘉
永
五
年
二
八
五
二
）
に
宇
和
島
藩
で
種
痘
が
始
ま
っ
た
際
に
は
、
他
の
在
村
　
　
　
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
ま
た
、
神
職
で
国
学
を
学
ん
だ
堅
庭
が
医
師
と
な
り
、
蘭
医
学

医
と
と
も
に
藩
領
全
体
へ
の
種
痘
の
普
及
を
地
域
で
支
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
学
ん
で
い
る
こ
と
は
、
堅
庭
の
な
か
で
国
学
と
蘭
学
と
が
両
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
居派
の
国
学
・
和
歌
も
学
ん
だ
堅
庭
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
　
　
　
　
そ
の
両
立
に
は
、
国
学
を
中
心
に
据
え
つ
つ
も
、
漢
学
と
洋
学
の
三
学
綜
合
の
大
学
を
設
立
し
よ
う

三
）
に
か
け
て
私
塾
を
開
き
近
隣
の
約
三
百
名
の
子
弟
を
教
え
る
な
ど
、
自
ら
が
身
に
付
け
た
知
識
　
　
　
と
す
る
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
大
学
構
想
に
示
さ
れ
た
精
神
に
近
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

2
7
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は

じ
め
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
伊
予
に
お
け
る
蘭
学
の
受
容
を
主
に
医
療
の
面
か
ら
見
て

き
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
一
つ
は
伊
予
か
ら
江
戸
や
大
坂
な
ど
各
地
の
著

名
な
蘭
学
塾
な
ど
へ
と
学
び
に
出
た
人
間
の
数
の
把
握
を
試
み
、
三
〇
〇
名
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
蘭
学
を
学
ん
だ
人
物
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
一
方
で
、
そ
う
し
た
著

名
な
蘭
学
塾
で
学
び
伊
予
に
帰
っ
た
人
物
の
追
跡
調
査
を
行
い
、
大
洲
藩
領
喜
多
郡

上
灘
村
（
双
海
町
）
の
在
村
医
有
友
良
慶
を
事
例
に
、
長
崎
で
蘭
医
学
を
学
ん
だ
良

慶
が
伊
予

に
帰
国
後
、
蘭
薬
の
使
用
や
種
痘
な
ど
高
度
な
医
療
を
展
開
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
（
2
）

明
ら
か
に
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
筆
者
が
事
例
紹
介
を
し
た
有
友
良
慶
に
つ
い
て
は
、
先
の
三
〇
〇
名

に
も
名
前
が
見
え
ず
、
ま
た
自
治
体
史
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
忘
れ
ら
れ
た

在
村
蘭
方
医
と
い
え
る
。
特
に
良
慶
が
学
ん
だ
長
崎
に
つ
い
て
は
門
人
帳
が
残
っ
て

い

な
い
た
め
に
、
伊
予
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
人
物
が
蘭
学
を
学
び
に
行
っ
た
の
か
ほ

と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。
伊
予
か
ら
長
崎
に
学
び
に
行
っ
た
人
物
と
し
て
は
、

シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
二
宮
敬
作
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
長
崎
で
学

ん

だ

と
さ
れ
る
宇
和
島
藩
領
土
居
村
（
城
川
町
）
の
在
村
医
矢
野
杏
仙
、
ま
た
嘉
永

七

年
（
一
八
五
四
）
に
新
居
郡
の
村
々
が
共
同
出
資
し
た
金
二
八
両
を
学
資
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

長
崎
で
学
ん
だ
西
条
藩
領
中
野
村
（
西
条
市
）
の
在
村
医
越
智
亘
な
ど
、
い
く
つ
か

の
事
例

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
程
の
三
〇
〇
名
も
最
低
限
の
数

字
で
あ
り
、
長
崎
な
ど
門
人
帳
を
残
さ
な
か
っ
た
蘭
学
塾
を
含
め
る
と
、
伊
予
に
お

い
て

蘭
学
と
関
わ
っ
た
人
物
は
さ
ら
に
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て

も
、
長
崎
で
蘭
医
学
を
学
ん
だ
医
師
と
し
て
宇
和
島
藩
領
の
宇
和
郡
八
代
村
（
八
幡

浜
市
）
の
在
村
医
清
家
堅
庭
（
牧
太
、
定
雄
）
を
取
り
上
げ
、
帰
国
後
の
医
療
活
動

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
塾
や
文
庫
の
創
設
な
ど
彼
が
地
域
に
お
い
て

行
っ
た
公
共
的
な
活
動
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

清

家
堅
庭
に
つ
い
て
は
、
『
愛
媛
県
史
』
を
は
じ
め
地
元
の
自
治
体
史
に
も
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
簡
略
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
本
稿
で
は
、
大
き
く
三
つ

の
系
統
の
資
料
か
ら
堅
庭
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
第
一
に
、
堅
庭
が
国
学
・
漢
学
・

蘭
学
の
幅
広
い
分
野
の
書
籍
を
集
め
て
開
い
た
私
設
図
書
館
で
あ
る
王
子
文
庫
の
蔵

　
　
　
　
ら
　

書
で

あ
る
。
第
二
に
、
堅
庭
が
生
ま
れ
生
活
の
場
と
し
た
八
代
村
の
村
方
文
書
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
八
代
菊
池
家
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
八
代
村
庄
屋
で
あ
っ
た
菊
池
家
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
、
な
か
で
も
八
代
村
が
宇
和
島
藩
に
差
し
出
し
た
願
書
を
控
え
た

「
諸
願
書
差
紙
類
控
」
と
、
逆
に
宇
和
島
藩
が
八
代
村
に
出
し
た
触
書
を
控
え
た

「御
用
役
用
廻
達
留
」
に
は
、
堅
庭
の
記
事
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
堅

庭
の

孫
に
あ
た
る
中
枝
が
ま
と
め
た
堅
庭
の
履
歴
書
や
王
子
文
庫
の
蔵
書
目
録
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か

ら
な
る
清
家
家
文
書
で
あ
る
。

0
清
家
堅
庭
の
医
療
活
動

ω
堅
庭
の
長
崎
修
学

　
堅

庭
は
文
化
二
年
（
一
八
一
四
）
に
、
八
代
村
の
八
尺
神
社
（
八
坂
神
社
・
祇

園
社
）
神
職
の
家
に
生
ま
れ
て
い
る
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
一
六
歳
の
時
に
宇

和
島
藩
の
支
藩
で
あ
る
吉
田
藩
の
藩
校
時
観
堂
に
お
い
て
村
井
節
蔵
と
森
文
蔵
に
漢

学
を
学
ん
だ
後
、
天
保
四
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
八
幡
浜
本
町
の
二
宮
春
祥
（
正

禎
）
に
つ
い
て
医
学
を
学
ん
で
い
る
。
二
宮
春
祥
自
身
は
や
は
り
八
幡
浜
の
医
師
梶

谷
守
典
（
承
慶
）
に
学
ん
だ
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
二
宮
と
梶
谷
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
系
統
の
医
師
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
伊
予
に
お
い
て
は
本
居
宣
長
の

門
人
と
し
て
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
堅
庭
は
二
宮
春
祥
の
も
と
で
修
行
し
た
後
の
天

保

二
年
に
、
宇
和
島
藩
医
賀
古
朴
庵
に
よ
り
医
師
免
許
が
与
え
ら
れ
医
療
を
始
め

る
が
、
そ
の
直
後
に
社
人
頭
取
よ
り
医
療
を
行
う
に
は
神
職
を
止
め
る
よ
う
に
迫
ら

れ
、
医
師
免
許
を
い
っ
た
ん
は
藩
に
返
上
し
て
い
る
。
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表1王子文庫中の医学書

番号 書　　　名 冊数 区分 現存 備　　　考

1 経験集録 2冊 写本

2 方函 2冊 写本

3 種痘法 1冊 写本

4 神経疫 1冊 写本

5 新増愚按口訣集序 1冊

6 徳本翁 1冊 写本

7 導水鎖言 1冊 写本 ○
「東郭和田先生口授，門

人筆記」

8 護斯篤 1冊 写本

9 失勃ホ杜経験方 1冊 写本 ○

10 古方便覧 1冊 写本 ○ 「東洞吉益先生校閲，河

内六角重任毅夫筆記」

11 視聴録 1冊 写本

12 観瀾集 1冊 写本 ○

13 大同類聚方 5冊 写本 ○
「嘉永元戊申歳五月廿日

午刻於崎陽楢林塾畢」

14 楢林方函 1冊 写本 ○
「嘉永元戊申歳五月廿日

於崎陽楢林塾仮写之」

15 内科撰要薬剤記聞 1冊 写本 ○

16 内科撰要班正 1冊 写本 ○ 「嘉永元戊申歳五月廿六

日於崎陽楢林塾写終，定

雄

17 和蘭眼科則 1冊 写本 ○

18 四液論 1冊 写本 ○

19 蒲盧拳傷寒金置 1冊 写本 ○

20 丸 1冊 写本 ○ 丸散方のことか？

21 外憂秘要 1冊 写本 ○ 「芸陽小田好道子楽撰」

22 日野常用記 1冊 写本 ○ 「安倍俊平主写本仮写之

清家定雄」

23 村上方函 1冊 写本 ○

24 方位解 1冊 写本

25 西医方選抜奉 1冊 写本

26 斯徴天内科書同薬剤

梅毒

1冊 写本 ○ 「此徹瘡療治秘方者滝井

氏之秘蔵之書也……」

27 膏丸 1冊 写本

28 眼理集説 1冊 写本

29 東郭先生医談 1冊 写本 ○

30 小森家常用方 1冊 写本 ○

31 神岡亭方 1冊 写本 ○

32 二宮視聴 1冊 写本

33 其他口閉 3冊

34 難病記聞抜華全 1冊 写本

35 解体新書等 1冊 写本

36 布飲己外科書 3冊 写本

37 人体窮理論 1冊 写本
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そ
の
後
、
堅
庭
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
長
崎
に
お
も
む
き
、
今
度
は
本
格

的
に
蘭
医
学
の
修
行
を
開
始
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
子
文
庫
に
は
堅
庭
が
残
し
た
多

く
の
医
学
書
が
あ
り
、
堅
庭
の
医
学
の
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

1
は
、
昭
和
三
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
王
子
文
庫
の
蔵
書
目
録
か
ら
医
学
書
を
抜
き
出

し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
一
〇
四
件
一
四
九
冊
の
医
学
書
を
確
認
で
き
る
。
表
1

の

な
か
で
明
ら
か
に
長
崎
遊
学
時
代
の
も
の
と
分
か
る
も
の
は
、
「
大
同
類
聚
方
」

（
1
3
）
、
「
楢
林
方
函
」
（
1
4
）
、
「
内
科
撰
要
辮
正
」
（
1
6
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は

「嘉
永
元
戊
申
歳
五
月
廿
日
午
刻
於
崎
陽
楢
林
塾
畢
」
な
ど
と
あ
り
、
長
崎
の
楢
林

塾
で
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
の
楢
林
塾
と
い
う
と
、
シ
ー

ボ

ル

ト
に
医
学
を
学
び
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
モ
ー

ニ
ッ

ケ
を
通
じ
て
ジ
ャ
ワ
か
ら
取
り
寄
せ
た
牛
痘
痂
に
よ
り
日
本
で
初
め
て
の
牛
痘

　
ま
た
、
医
学
の
蔵
書
中
に
は
、
村
上
立
言
（
定
方
）
と
い
う
医
師
の
筆
写
本
も
数

件
見
ら
れ
る
（
3
8
・
3
9
・
6
5
・
6
6
）
。
こ
の
村
上
立
言
と
い
う
医
師
は
不
明
で
あ
る
が
、

文
政
年
間
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
レ
ン
ク
の
医
学
書
を
吉
雄
権
之
助
が
翻
訳
し
た

「
フ

レ
ン
キ
外
科
書
」
を
筆
写
し
た
も
の
な
ど
が
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
、
長
崎
で
蘭

医
学
を
修
行
し
た
医
師
の
蔵
書
の
一
部
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
他
「
シ
ー
ボ
ル
ト
経
験
方
」
（
8
）
な
ど
シ
ー
ボ
ル
ト
に
関
係
し
た
蘭
医
学
書

も
見
え
、
文
政
一
二
年
（
］
八
二
九
）
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
か
け
て
長

崎
で
蘭
医
学
を
学
び
、
伊
予
に
戻
り
大
洲
藩
領
上
灘
村
に
開
業
し
た
有
友
良
慶
の
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
9
）

書
の
構
成
に
類
似
し
て
い
る
。

法
に
成
功
し
た
楢
林
宗
建
の
時
代
で
あ
り
、

だ

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

堅
庭

は
こ
こ
で
最
新
の
蘭
医
学
を
学
ん
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38 布飲己外科書 1冊 写本 ○ 74 拾遺 1冊 写本「大日本西肥崎陽訳官吉

雄永保権之助訳文政庚辰

之秋写干崎水僑居村上立
言」

75 本朝秘方集上巻目録 1冊 写本

76 薬物学 1冊 写本

39 蒲郎加甫都 1冊 写本 ○ 77 大同類聚方原始書 1冊 写本「文政庚辰膿於現浦興善

街僑居写之，村上定方
中」

78 泰西 1冊 写本

写本
79 萬病回春 8冊

40 2冊

写本
80 政事苑 1冊 写本

41 松花輯 1冊

1冊 写本 ○

81 医療手引草 5冊
42

写本
82 温疫論 1冊

43 1冊

写本
83 類聚方集覧 1冊

44 2冊

写本 ○ 「洪庵緒方先生著」
84 泰西疫論 2冊

45 解剖略式 1冊
85 腹証奇覧翼：編 2冊

46
内部病徽毒ノコヲル

ツ篇
1冊 写本 86 腹証奇覧翼後編 2冊

47 布飲己 1冊 写本 87 腹証奇覧 2冊

48 布飲己徽瘡論薬剤篇 1冊 写本 88 腹証奇覧翼初編 2冊

49 痘瘡一種之願書 1冊 写本 89 七新案　上中下 3冊

50 酸化塩酸加里奇性 1冊 写本 90 二神傳　上中下 3冊

51 何年顧 1冊 写本 91 楢林家内科方函 1冊 写本

52 医療正始 1冊 写本 92 映山棲膏方函 2冊 写本 ○

53 扶氏診断 1冊 写本 ○ 「大洲山本美致美訳，仙

台大槻肇俊斎閲」

93 医療小説 1冊 写本

94 和蘭用薬便覧携 1冊 写本

54 纐縛図式 1冊 写本
95 用薬便覧凡例 1冊 写本

55 外科精要 11冊 写本 ○
96 薬品応手録 1冊

56 医案 1冊 写本 ○
97 方府 1冊 写本

57 血論 1冊 写本
98 医案 1冊 写本 ○

58 勿乙私徳児 1冊 写本
99 天造堂薬製 1冊 写本 ○

59 痘瘡夜話 1冊 写本 「大洲松野達撰序，大洲

赤松先生口授」
100 戦陣奇方砦草 1冊

60 薬剤性理考 1冊 写本
101 新定理科書巻三 1冊

61 灌腸論 1冊 写本
102 磯物小学 1冊

62 縛布裁製諸図 1冊 写本
103 博物館列品目録 1冊

63 布飲吉 1冊 写本
104 新撰理科書 1冊

64 布飲吉眼科篇 1冊 写本 ○ 「川名津邑所持」

65 布飲吉徽毒篇 1冊 写本 ○ 「崎陽訳官吉雄永保権之

助翻訳，村上立言所蔵」

66 方庸 1冊 写本 ○ 「村上照洲蔵」

67 方櫃 1冊 写本

68 選剤方 1冊 写本 ○

69 正宗記聞 1冊 写本

70 駆竪斎方府 3冊 写本

71
神山口紀元二千五百

三十四年処方録
1冊 写本

72 配剤帳 1冊 写本

73 御蔭草 1冊 写本
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ま
た
、
大
洲
藩
医
で
篠
崎
小
竹
・
伊
東
玄
朴
門
で
あ
る
山
本
節
庵
が
翻
訳
し
た

「
扶
氏
診
断
」
（
5
3
）
、
ま
た
大
洲
の
赤
松
何
某
が
記
し
、
大
洲
藩
医
の
松
野
退
庵
の
序

が
付
し
た
「
痘
瘡
夜
話
」
（
5
9
）
な
ど
、
近
隣
の
医
師
と
の
交
流
の
な
か
で
得
た
と
思

わ
れ
る
医
学
書
も
存
在
し
て
い
る
。
全
般
的
に
は
、
堅
庭
は
楢
林
や
吉
雄
系
統
の
蘭

方
書
を
中
心
に
長
崎
で
学
び
、
そ
の
後
近
隣
の
医
師
と
の
交
流
の
な
か
で
さ
ら
に
そ

れ
を
深
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
堅
庭
の

医
療
と
医
薬

　
長

崎
か
ら
帰
郷
後
、
堅
庭
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
神
職
を
子
供
の
下
総

（定
壽
）
に
譲
り
、
再
び
免
許
を
得
て
八
幡
浜
に
開
業
、
そ
の
後
安
政
七
年
二
八

六

〇
）
に
八
代
村
に
戻
り
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
没
す
る
ま
で
地
域
医
療

に
尽
力
す
る
。
次
に
帰
郷
後
の
堅
庭
の
医
療
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
堅
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

医
按
」
と
い
う
資
料
を
取
り
上
げ
る
。
　
「
堅
庭
医
按
」
は
堅
庭
が
扱
っ
た
患
者
の
な

か
で
特
に

難

し
い
症
例
を
集
め
た
も
の
で
、
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
表
2
に
示
し

た

が
、
合
計
で
一
二
例
の
症
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の

が
多
い
が
、
年
代
が
記
さ
れ
た
三
例
が
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
と
万
延
元
年

（
一
八
六

〇
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
程
近
い
幕
末
期
の
医
療
状
況
を

示
し
た
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
記

さ
れ
た
患
者
の
地
域
分
布
を
見
る
と
、
五
反
田
村
が
四
名
と
多
く
、
中
津
川

村
・
大
平
村
・
穴
井
村
・
若
山
村
・
八
代
村
が
各
一
名
と
な
っ
て
お
り
、
症
例
は
少

な
い
も
の
の
居
村
の
八
代
村
と
隣
村
五
反
田
村
を
中
心
に
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
か

ら
患
者
が
来
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
時
代
は
下
る
が
、
表
紙
の
裏
側

に
神
山
県
の
文
字
が
あ
る
の
で
、
明
治
四
、
五
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
堅
庭
の
一

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

年
間
分
の
「
処
方
録
」
か
ら
患
者
の
分
布
を
ま
と
め
る
と
、
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
年
の
堅
庭
の
患
者
は
、
彼
の
居
住
し
た
八
代
村
を
中
心
に
一
八
力
村
に
展
開
し

て

い

る
。
八
代
村
が
最
も
多
く
六
七
名
、
隣
村
の
五
反
田
村
が
六
二
名
、
河
舞
村
が

四
一
名
で
、
こ
の
三
力
村
で
全
体
の
六
七
％
を
占
め
る
。
矢
野
町
一
五
名
、
若
山
村

一
一
名
、
南
茅
村
一
〇
名
と
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
一
〇
名
以
上
の
患
者
の
村

が
あ
り
、
遠
方
で
は
佐
田
岬
の
伊
方
浦
、
九
町
浦
な
ど
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
を

超

え
る
村
も
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
初
期
の
患
者
の
状
況
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
幕
末

期
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
表
2
に
戻
る
が
、
「
堅
庭
医
按
」
で
は
処
方
の
欄
に
あ
る
よ
う
に
、
］
人
の

患
者
に
対
し
て
、
第
一
医
、
第
二
医
、
第
三
医
と
い
っ
た
形
で
複
数
の
医
師
が
治
療

に
あ
た
っ
て
い
る
事
例
が
一
二
の
う
ち
七
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
堅
庭
に
は

他
の
在
村
医
と
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
あ
っ
た
の
か
、
在
村
医
に
つ
い
て
は
す
べ
て
「
或

医
」
と
し
て
名
前
を
出
し
て
い
な
い
が
、
藩
医
ク
ラ
ス
に
な
る
と
名
前
を
出
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
処
方
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
堅
庭
医
按
」
に
登
場
す
る
医
師
の
う
ち
、
山
本
節
庵
と
井
上
三
省
は
大
洲
藩
医
、

松
澤
潤
堂
は
宇
和
島
藩
医
で
あ
る
。
山
本
節
庵
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
大
洲

藩
医
山
本
木
庵
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
大
坂
の
篠
崎
小

竹
に
入
門
し
漢
学
を
、
そ
の
後
江
戸
の
伊
東
玄
朴
に
入
門
し
蘭
医
学
を
学
ん
で
い
る
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
著
書
で
オ
ラ
ン
ダ

の

ハ

ー
グ
マ
ン
が
蘭
訳
し
た
も
の
を
、
大
槻
俊
斎
の
校
閲
の
も
と
「
扶
氏
診
断
」
と

し
て
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
扶
氏
診
断
」
は
堅
庭

の

蔵
書
に
も
写
本
が
存
在
す
る
の
で
、
山
本
節
庵
は
堅
庭
と
の
間
で
交
流
が
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
井
上
三
省
は
医
師
の
系
統
と
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
松
澤
潤
堂
は

宇
和
島
藩
医
松
澤
義
安
の
子
供
で
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
京
都
の
小
石
玄
瑞

の

究
理
堂
に
蘭
医
学
を
学
び
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
二
年
に
か
け
て
は
江

戸
の

伊
東
玄
朴
の
も
と
で
種
痘
術
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
五
年
に
は
宇
和
島
に

お
け
る
種
痘
を
開
始
し
た
藩
医
の
冨
澤
大
眠
と
砂
澤
杏
雲
を
手
伝
う
と
と
も
に
、
八

幡
浜
に
お
い
て
希
望
者
に
種
痘
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
父
親
の
義
安
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
（
1
2
）

願

い
出
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
澤
潤
堂
が
「
堅
庭
医
按
」
に
登
場
す
る
の
は
、

こ
の
八
幡
浜
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
嘉
永
五
年
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
宇
和
島
よ
り
大
洲
に
距
離
が
近
い
八
幡
浜
地
域
に
お
い
て
は
、
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表2　清家堅庭「堅庭医按」にみる病状と処方

番号 年　　代 村名 患者名 年齢 症　　状 処　　　　方

1 五反田村 播磨屋吉右衛門男 4才 腹痛 1清家堅庭（大麦・乾葡萄・苛薬・半夏・竜胆

／栴那・芒硝／大黄・硝石），2山本節庵（蒲

公英根・茅根・薗香・胡妥子・薄荷・干姜／

蜀葵・石鹸・蜜），3松澤潤堂（利尿剤・灌腸），

4清家堅庭（吐酒石・吐根・白糖）

2 五反田村 保安寺方丈 55才 腹部攣急，下利 1井上三省（苛薬・甘草湯・紫胡□／加亜刺非

耶／蜘姑石・辰砂・散薬），2山本節庵（大麦・

茅根・蒲公英根・水揚梅根・サルヒヤ・纈草・

コロム木・□塊花／□塊蜜・蓬砂／盛香／テ

レメン・ア・テル／龍脳・阿芙蓉液）

3 五反田村 伊延屋房吉 梅毒，腰脚攣急 1医（軽粉剤・発泡膏），2清家堅庭（亜片・硝

石・甘禾・白糖／潟血／水銀膏），3山本節庵

4 小児 下利，精神昏迷 刺絡，芥子泥

5 万延元年2月10日 中津川村 弥平太妻 57才 右ノ胸下塊，肝 1医，2医（□針），3清家堅庭（発泡膏／苦慧・

臓硬結 蜀葵・有薬・纈草／家方阿魏丸）

6 大平村 菊池伝左衛門妻 70才 梅毒，肝臓硬結 井上三省

7 万延元年4月20日 五反田村 貞二妻 46才 産後腹満鼓，呼 1医（手術ヲ以テ出産），2清家堅庭（トロン

吸逼迫 カールを大腸部に刺し揃帯／紫胡清涼飲加
石）

8 穴井村 友二妻 42才 産後療物下ル 頑肉突出部引き出し切断

9 嘉永8（安政元）年 八島屋永三男 14才 忽然神志欝重， 紫胡清涼飲／窮香／緑暮油／大麦・乾葡萄・

8月29日 言語難渋 鹿角・橘皮・大黄・硝石・甘草・半夏／花列

里亜那／纈草・麦門甘・硝石精／蝸蜻石・橘

皮・肉豆惹／蝸虫癖・駆轟子（セメンシイナ）

／紫胡清涼飲・麦門・コロムホ・ホフマン／

鹿角精・ヒヨシヤモス／発泡膏・龍脳

10 婦人 30才 妊娠後泄潟病 1清家堅庭（蜀葵・加密爾列・接木花・甘草），

2井上三省（紫胡清涼飲／紫物湯／黄苓湯・

半夏），3清家堅庭（盧根・蜀葵根・蒲公英根・

遠思・甘草／蜀葵花・蜀葵根・茅根・陣皮・

アラヒヤ・菩提樹花・水掲梅根・ヒヨシヤモ

ス）

11 若山村 治助男 18才 小便逼塞 1医（利尿管），2清家堅庭（膀胱トロイカール

刺す／蒲公英根・茅根・薗香・薄荷・胡妥子・

乾姜・硝石・シキタリス・セエアユイン・オ

クリカンキリ）

12 八代村 茂平治妻 30才 心下微痛，下利 楢林方橿皮・白木・半夏・桂皮
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
図1　清家堅庭「処方録」にみる患者の分布

宇
和
島
藩
医
の
み
な
ら
ず
大
洲
藩
医
が
地
域
医
療
に
あ
た
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
隣
の
在
村
医
の
姿
も
「
堅
庭
医

按
」
に
は
散
見
さ
れ
、
八
幡
浜
地
域
で
は
か
な
り
の
数
の
医
師
が
医
療
を
行
い
、
患

者
が
望
め

ば
複
数
の

医
師
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
条
件
が
整
っ
て

い

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

次
に
堅
庭
の
処
方
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
表
2
の
3
の
処
方
を

検
討

し
て
み
た
い
。
患
者
の
五
反
田
村
伊
延
屋
房
吉
は
梅
毒
で
腰
や
足
に
ひ
き
つ
り

が

あ
る
。
最
初
、
人
の
医
師
が
軽
粉
剤
を
与
え
、
発
泡
膏
を
貼
っ
た
り
し
て
い
る
が

完
治

し
な
い
。
堅
庭
が
診
察
に
行
く
と
、
患
者
は
体
中
が
痛
み
膝
や
股
が
ひ
き
つ
っ

た
状
態
で
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
一
、
一
、
四
人
が
側
で
按
摩
を
し
て
い
る
。
大

声
を
あ
げ
号
泣
し
、
ま
る
で
火
の
矢
に
で
も
当
た
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で

堅
庭
は

亜
片
、
硝
石
、
甘
禾
、
白
糖
を
混
ぜ
た
も
の
を
処
方
し
、
さ
ら
に
潟
血
を
行

い
、
数
H
後
に
は
水
銀
膏
を
貼
っ
て
い
る
。
処
方
の
う
ち
亜
片
は
阿
片
の
こ
と
で
、

未
熟
な
ケ
シ
の
果
実
を
傷
つ
け
て
流
れ
出
て
く
る
乳
状
液
を
ほ
し
て
か
た
め
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

で
、
鎮
静
剤
・
鎮
痛
剤
と
し
て
用
い
た
。
硝
石
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
処
方
で
い
う
ニ
タ

ラ
ス
ポ
ー
タ
セ
で
、
鎮
静
・
利
尿
剤
、
甘
禾
は
塩
化
第
一
水
銀
で
利
尿
剤
・
下
剤
で

あ
る
。
梅
毒
の
治
療
剤
と
し
て
の
水
銀
剤
の
使
用
が
堅
庭
の
処
方
に
は
見
え
る
。
堅

庭
の

処
方
で
患
者
は
一
、
一
十
口
程
で
い
っ
た
ん
は
回
復
し
て
い
る
が
、
結
局
は
ど
の
薬

を
用
い
た
か
は
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
洲
藩
医
山
本
節
庵

の
治
療
に
よ
り
完
治
し
て
い
る
。

　
表
2
の
3
は
梅
毒
の
事
例
で
あ
る
が
、
「
堅
庭
医
按
」
に
は
そ
れ
以
外
に
も
妊
娠

や

出
産
に
関
わ
る
病
気
や
腹
痛
、
小
便
逼
塞
な
ど
の
病
気
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
7

で

は
産
後
に
腹
が
膨
ら
み
大
便
小
便
と
も
に
逼
塞
し
て
い
る
患
者
に
大
し
て
カ
テ
ー

テ

ル

を
刺
し
腐
敗
し
た
血
を
出
す
と
い
う
治
療
、
1
1
で
は
小
便
が
逼
塞
し
た
患
者
に

対
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
を
膀
胱
に
刺
し
詰
ま
っ
た
小
水
を
除
く
と
い
う
カ
テ
ー
テ
ル
を

使
っ
た
治
療
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
薬
も
多
様
な
も
の
が
症
状
に
応
じ
て
使

い
分

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
な
か
で
薬
効
な
ど
が
分
か
る
も
の
は
次
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の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
苛
薬
は
萄
薬
の
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
利
血
剤
。
半
夏

は
塊
根
の
外
皮
を
除
去
し
乾
燥
し
た
も
の
で
鎮
咳
剤
。
竜
胆
は
リ
ン
ド
ウ
科
の
ゲ
ン

チ
ア

ナ

の

根
で
苦
味
健
胃
薬
。
栴
那
は
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
イ
ン
ド
に
産
す
る
マ
メ
科

植
物
セ
ン
ナ
の
葉
を
粉
末
に
し
た
も
の
で
便
秘
薬
。
大
黄
は
タ
デ
科
植
物
ダ
イ
オ
ウ

の

根
茎

を
粉
末
に
し
た
も
の
で
健
胃
剤
、
下
剤
。
硝
石
は
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
で
下
剤
。

蒲
公
英
根
は
漢
方
で
は
健
胃
剤
、
利
尿
剤
、
浄
血
剤
。
茅
根
は
ボ
ウ
コ
ン
、
チ
ガ
ヤ

の
根
で
分
解
剤
。
薗
香
は
ウ
イ
キ
ョ
ウ
で
薄
荷
は
ハ
ッ
カ
。
蜀
葵
は
乾
燥
し
た
花
・

根
を
煎
じ
て
用
い
た
も
の
で
利
尿
剤
。
吐
酒
石
は
酒
石
酸
水
素
カ
リ
ウ
ム
と
酸
化
ア

ン
チ
モ
ン
か
ら
な
り
、
催
吐
剤
、
発
汗
、
去
疾
薬
。
蝸
姑
石
は
ザ
リ
ガ
ニ
の
胃
に
生

じ
た
結
石
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
よ
く
用
い
た
薬
で
胃
酸
中
和
剤
。
纈
草
は
根
茎
を
根
と

共
に
採
集
し
、
乾
燥
し
た
も
の
で
、
鎮
静
、
鎮
痙
剤
。
阿
魏
丸
は
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ

ニ
ス

タ
ン
の
セ
リ
科
多
年
草
ア
ギ
の
樹
脂
で
健
胃
・
消
化
・
駆
虫
剤
。
甘
草
は
中
国

北

部
、
ロ
シ
ア
に
産
す
る
マ
メ
科
植
物
の
根
を
粉
末
に
し
た
も
の
。
鎮
痛
、
解
毒
な

ど
様
々
な
目
的
で
漢
方
薬
で
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
肉
豆
冠
は
ナ
ツ
メ
グ
で
、
精
油

を
含
み
芳
香
性
の
健
胃
剤
。
コ
ロ
ン
ホ
は
強
精
剤
。
ホ
フ
マ
ン
は
ホ
フ
マ
ン
鎮
痛
液

の

こ
と
で
鎮
痛
剤
。
爵
香
は
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
雄
の
分
泌
物
で
、
興
奮
、
強
心
、
鎮
痙
、

鎮
静
剤
。
ヒ
ヨ
シ
ヤ
モ
ス
は
ヒ
ヨ
ス
チ
ヤ
ー
ム
ス
の
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
ヒ
ヨ

ス

（
ナ
ス
科
）
植
物
。
成
分
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
・
ア
ト
ロ
ピ
ン
（
ヒ
ヨ
ス
チ
ア
ミ

ン
）
や
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
は
副
交
感
神
経
遮
断
薬
だ
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
点
眼
薬
と
し

て

用
い
た
。
シ
キ
タ
リ
ス
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
（
ゴ
マ
ノ
バ
グ
サ
科
）
の
葉
で
、
シ
ー
ボ

ル

ト
が
初
め
て
日
本
に
紹
介
し
た
薬
物
。
強
心
利
尿
薬
に
用
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
堅
庭
は
一
部
蘭
薬
も
含
む
幅
広
い
薬
を
駆
使
し
て
い
る
が
、
幕
末
期

に
は
薬
の
流
通
も
進
み
、
他
地
域
の
蘭
方
医
と
使
っ
て
い
る
薬
と
大
差
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
参
考
に
堅
庭
が
住
む
宇
和
島
藩
領
に
お
け
る
薬
の
流
通
を
示
す
資
料

　
　
　
　
　
（
1
4
）

を
次
に
掲
げ
る
。

　
　
（
資
料
1
）

　
　
　
　
　
　
　
口

上
之
覚

　
　
私
儀
御
役
人
支
配
中
、
薬
種
注
文
之
時
相
控
候
様
御
沙
汰
筋
も
御
座
候
得
者
、

　
　
此
度
相
控
罷
在
候
処
、
御
歎
ケ
間
敷
義
願
出
候
儀
、
重
々
恐
入
奉
存
候
、
然
ル

　
　
処
近
来
者
少
々
療
治
方
も
手
広
二
も
相
成
可
申
と
奉
存
候
処
、
右
躰
御
座
候
而

　
　
ハ
忽
業
方
指
支
療
治
も
出
来
不
申
甚
当
惑
仕
候
、
薬
品
之
儀
ハ
兼
而
鹿
品
ヲ
相

　
　
用
不
申
様
下
々
医
師
共
へ
も
同
僚
中
免
状
之
内
申
聞
置
候
得
者
、
相
応
二
仕
候

　
　
者
ハ
在
医
二
而
も
多
分
直
注
文
仕
候
二
付
、
地
方
薬
店
二
而
注
文
仕
候
者
も
少

　
　
く
御
座
候
得
者
、
薬
品
も
不
宜
其
上
切
間
多
問
二
渡
り
不
申
義
も
有
之
、
直
段

　
　
等
も
高
直
二
御
座
候
得
者
、
難
渋
者
別
而
難
渋
こ
も
罷
成
、
第
一
鹿
品
相
用
候

　
　
而
ハ
治
験
も
無
御
座
、
且
外
医
師
共
私
薬
剤
見
聞
候
而
も
、
鹿
品
或
除
薬
之
方

　
　
剤
御
座
候
得
者
、
私
∂
免
状
之
掟
を
背
候
様
罷
成
、
甚
恐
入
奉
存
候
、
薬
品
之

　
　
儀
ハ
医
術
之
根
元
二
御
座
候
得
者
、
自
由
相
達
不
申
候
而
ハ
、
如
何
躰
存
候
共

　
　
医
術
も
難
相
当
、
病
家
二
而
も
鹿
品
相
用
候
様
見
聞
候
而
者
、
気
向
も
不
宜
不

　
　
安
堵
こ
も
罷
成
、
自
然
業
方
難
相
勤
候
様
罷
成
候
而
者
、
重
々
恐
入
奉
存
候
、

　
　
前
文
之
通
御
歎
ケ
間
敷
願
出
候
儀
ハ
恐
入
奉
存
候
得
共
、
何
卒
右
躰
御
座
候
得

　
　
者
、
格
別
之
御
吟
味
合
御
憐
懲
之
筋
を
以
、
薬
品
注
文
之
儀
御
許
容
被
成
下
置

　
　
候
様
願
敷
奉
存
候
、
左
候
ハ
・
御
蔭
を
以
業
方
相
励
薬
品
も
宜
品
相
用
候
得
者
、

　
　
私
ハ
不
及
申
病
家
迄
難
有
仕
合
奉
存
候
、
薬
種
料
上
納
之
節
御
取
替
等
之
儀
ハ

　
　
年
々
願
出
候
心
得
ニ
ハ
無
御
座
候
間
、
此
段
各
様
こ
も
篤
と
御
勘
考
被
成
下
、

　
　
不
苦
候
ハ
・
御
用
番
御
家
老
衆
迄
可
然
様
被
仰
達
被
下
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
（
弘
化
三
年
）
三
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
道
仙

　
　
　
　
　
当
役
宛

　
資
料
1
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
三
月
一
八
日
に
宇
和
島
藩
医
林
道
仙
が
薬
種

料
上
納
に
差
し
支
え
、
大
坂
へ
の
薬
種
の
注
文
を
差
し
控
え
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
、
宇
和
島
藩
に
提
出
し
た
願
書
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
林
道

仙
に
限
ら
ず
宇
和
島
藩
医
に
共
通
し
て
い
た
よ
う
で
、
資
料
1
以
外
に
も
複
数
の
宇

和
島
藩
医
か
ら
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四

八
）
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
同
内
容
の
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
宇
和
島
藩
医
た
ち
の
願
書
か
ら
は
、
藩
医
が
品
切
れ
が
多
く
品
質
も
劣
る

宇
和
島
や
吉
田
の
地
方
薬
店
で
は
な
く
、
大
坂
屋
敷
の
藩
役
人
を
通
じ
て
大
坂
道
修

町
に
直
注
文
し
、
蘭
薬
も
含
む
多
く
の
薬
種
を
立
替
払
い
に
よ
り
購
入
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
資
料
1
に
は
「
相
応
二
仕
候
者
ハ
在
医

二

而
も
多
分
直
注
文
仕
候
二
付
、
地
方
薬
店
二
而
注
文
仕
候
者
も
少
く
御
座
候
」
と

あ
り
、
在
村
医
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
る
者
は
、
大
坂
に
薬
種
を
直
注

文

し
、
地
方
薬
店
に
は
注
文
し
て
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
堅
庭
も
そ

の

よ
う
な
在
村
医
の
一
人
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
な
お
、
堅
庭
と
薬
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
文
書
が
残
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て

い
る
の
で
次
に
記
す
。

　
　
（
資
料
2
）

　
　
八
代
村
医
師
牧
太
∂
薬
種
願
出
御
紙
面
を
以
被
相
達
候
趣
致
承
知
、
右
三
品
之

　
　
内
モ
ル
ヒ
子
ハ
砂
澤
杏
雲
二
而
致
所
持
候
故
、
少
々
者
分
ケ
遣
候
事
も
出
来
可

　
　
申
哉
二
候
へ
共
、
此
品
者
用
方
至
而
六
ツ
ケ
敷
由
二
付
、
先
相
下
ケ
事
差
支
候
、

　
　
キ
ナ
エ
ン
ハ
此
節
役
手
6
致
才
覚
在
合
候
故
、
先
目
方
壱
匁
丈
相
下
遣
可
申
間

　
　
冨

沢
大
眠
方
二
而
相
渡
、
瓶
も
用
立
候
趣
二
付
取
二
参
候
様
、
キ
ニ
イ
子
ハ
在

　
　
合
無
之
、
右
之
趣
御
承
知
可
在
之
候
、
以
上

　
　
　
　
九

月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輪
治
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
企
藤
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
関
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
志
賀
弥
助
殿

　
資
料
2
は
、
宇
和
島
藩
の
郡
奉
行
の
三
名
が
八
幡
浜
の
代
官
志
賀
弥
助
に
宛
て
た

も
の
で
、
堅
庭
が
三
つ
の
薬
に
つ
い
て
藩
か
ら
の
下
げ
渡
し
を
願
い
出
た
こ
と
に
対

し
て
の
返
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
書
中
に
は
堅
庭
は
苗
字
を
記
し
て
い
な
い
た
め
、

苗
字
御
免
と
な
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
以
前
の
資
料
と
推
測
さ
れ
る
。

　
三

つ
の

薬
の
う
ち
、
ま
ず
モ
ル
ヒ
ネ
に
つ
い
て
は
、
藩
医
の
砂
澤
杏
雲
が
所
持
し

て

お
り
、
少
し
は
分
け
与
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
モ
ル
ヒ
ネ
を
用
い
る
の
は

非
常
に
難
し
い
の
で
、
下
げ
渡
す
こ
と
に
は
差
し
支
え
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ

れ
て

い

る
。
次
に
キ
ナ
エ
ン
に
つ
い
て
は
、
藩
に
在
り
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
、
目
方

一
匁
だ
け
を
藩
医
冨
澤
大
眠
を
通
じ
て
下
げ
渡
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に

キ
ニ
イ
ネ
は
藩
に
も
在
り
合
わ
せ
が
な
い
こ
と
が
、
返
事
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。　

先
程
見
た
よ
う
に
幕
末
期
多
く
の
薬
が
堅
庭
の
手
元
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
三
つ
の

薬
だ
け
は
堅
庭
に
と
っ
て
当
時
入
手
困
難
な
薬
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ヒ
ネ
は
ア
ヘ
ン
に

含
ま
れ
る
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
…
つ
で
、
麻
酔
剤
ま
た
は
鎮
痛
剤
、
キ
ナ
エ
ン
は
キ

ニ

ー
ネ
の
塩
酸
塩
で
解
熱
剤
、
最
後
の
キ
ニ
ー
ネ
は
キ
ナ
の
樹
木
か
ら
製
す
る
ア
ル

カ
リ
性
の
苦
み
の
あ
る
薬
で
解
熱
剤
・
強
壮
薬
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
薬
は
、
い

ず
れ
も
当
時
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
熱
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
薬
を
抽
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

て

得
ら
れ
る
エ
キ
ス
を
薬
に
し
た
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
堅
庭
の
よ
う
な
在
村
医
に

行
き
渡
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
が
さ
ら
に
下
り
明
治
時
代
に
入

る
と
、
堅
庭
の
処
方
に
も
モ
ル
ヒ
ネ
が
か
な
り
の
頻
度
で
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。

資
料
1
か
ら
は
文
書
中
の
表
現
に
も
あ
る
よ
う
に
当
時
の
医
師
に
「
薬
品
之
儀
ハ
医

術
之
根
元
」
と
す
る
精
神
が
育
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
資
料
2
に
は
こ

の

精
神
の
も
と
、
よ
り
よ
い
薬
を
求
め
よ
う
と
す
る
堅
庭
の
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ

る
。

③
宇
和
島
藩
領
の
種
痘
普
及
と
堅
庭

日
本
に
お
け
る
種
痘
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
夏
に
長
崎
の
蘭
館
医
モ
ー

ニ

ッ
ケ
が
バ
タ
ビ
ヤ
か
ら
牛
痘
痂
を
取
り
寄
せ
、
長
崎
通
詞
の
子
供
に
接
種
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
こ
の
牛
痘
痂
は
、
佐
賀
藩
が
藩
医
伊
東
玄
朴
の
建
言
に
よ
り
、
長
崎

出
島
出
入
の
藩
医
楢
林
宗
建
に
輸
入
を
命
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
用
い
た
種
痘
が
佐

賀
藩
で
成
功
す
る
と
、
各
地
の
蘭
方
医
に
よ
り
次
第
に
全
国
へ
広
ま
っ
た
。
宇
和
島

藩
で
も
、
早
く
も
同
じ
年
の
一
二
月
に
藩
医
冨
澤
礼
中
が
師
で
あ
る
佐
賀
藩
医
伊
東
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玄
朴
よ
り
牛
痘
苗
と
種
痘
針
を
手
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
玄
朴
の
書
簡
に
よ
り
分
か

（1
7
）

る
。　

そ
の
後
、
宇
和
島
藩
の
種
痘
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
庖
瘡
の
流
行
を
契

機
に
普
及
し
て
い
く
。
宇
和
島
藩
で
は
ま
ず
二
月
七
日
に
藩
医
冨
澤
礼
中
と
砂
澤
杏

雲
が
宇
和
島
に
お
い
て
無
料
で
種
痘
を
行
う
こ
と
を
領
内
に
通
達
、
種
痘
を
開
始
す

る
。
ま
た
、
三
月
一
五
日
に
は
、
種
痘
を
希
望
す
る
者
が
多
人
数
で
、
二
人
の
藩
医

の

居
宅
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
種
痘
所
を
宇
和
島
の
町
会
所
に
移
転
し
て
い

る
。
そ
の
後
種
痘
所
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
は
勘
定
所
、
そ
の
翌
年
は
別
局

へ
と
移
転
を
繰
り
返
す
が
、
種
痘
そ
の
も
の
は
先
の
二
人
の
藩
医
に
加
え
、
林
道
仙
、

谷
快
堂
、
冨
永
分
亮
、
谷
口
泰
庵
、
賀
古
朴
庵
、
冨
永
習
益
、
冨
澤
松
庵
と
い
っ
た

伊
東
玄
朴
や
緒
方
洪
庵
よ
り
種
痘
の
伝
授
を
受
け
た
藩
医
が
中
核
に
な
り
普
及
が
試

み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
山
奥
や
海
岸
部
を
含
む
広
大
な
藩
領
を
も
つ
宇
和
島
藩
で
は
、
宇
和
島

だ

け
で
の
種
痘
の
実
施
で
は
遠
く
離
れ
た
村
々
へ
の
種
痘
の
普
及
は
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
嘉
永
六
年
八
月
に
は
次
の
よ
う
な
達
書
が
宇
和
島
藩
郡
奉
行
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

代
官
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
3
）

　
　
兼
而
種
痘
之
儀
二
付
御
沙
汰
之
趣
有
之
、
追
々
罷
出
相
済
候
者
も
有
之
処
、
其

　
　

後
引
続
罷
出
候
様
こ
も
無
之
、
何
等
右
仕
成
不
相
好
儀
こ
も
候
哉
、
又
者
遠
方

　
　
罷
出
候
義
を
相
厭
不
罷
出
儀
こ
も
候
哉
、
若
左
様
こ
も
候
ハ
・
、
御
医
師
之
内

　
　
被
差
向
、
右
仕
成
可
被
仰
付
、
御
吟
味
合
も
有
之
、
尤
御
医
師
被
差
向
候
得
者
、

　
　

諸
雑
費
一
宇
従
上
御
仕
成
可
被
成
下
旨
、
猶
又
御
吟
味
合
有
之
二
付
、
御
預
下

　
　
得
と
御
吟
味
之
上
、
否
御
達
可
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　
（
嘉
永
六
年
）
八
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
関
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
肇

　
　
　
　
　
薄
井
平
右
衛
門

　
ま
ず
、
冒
頭
に
あ
る
「
兼
而
種
痘
之
儀
二
付
御
沙
汰
」
と
は
、
先
に
記
し
た
宇
和

島
藩
で
嘉
永
五
年
二
月
に
出
さ
れ
た
種
痘
に
つ
い
て
の
最
初
の
触
書
を
指
す
。
こ
の

宇
和
島
で
実
施
し
た
種
痘
に
つ
い
て
受
け
る
者
も
い
た
も
の
の
、
や
が
て
そ
の
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
本
的
な
理
由
と
し
て
、
藩
で
は

宇
和
島
が
遠
方
で
受
け
に
来
る
こ
と
を
い
や
が
っ
て
い
る
た
め
種
痘
が
普
及
し
な
い

と
考
え
、
種
痘
に
か
か
る
諸
雑
費
な
ど
を
藩
が
負
担
の
上
で
、
藩
医
を
各
地
に
派
遣

し
て
種
痘
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
藩
医
を
派
遣
し
た
種
痘
の
実
施
を
め
ぐ
り
、
嘉
永
七
年
三
月

に
は
、
富
永
分
亮
、
谷
快
堂
、
賀
古
朴
庵
の
三
人
の
藩
医
か
ら
次
の
よ
う
な
願
書
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

宇
和
島
藩
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
4
）

　
　
　
　
　
　
　

口
上
覚

　
　
私
共
為
種
痘
遠
在
浦
江
罷
越
候
節
、
上
下
弐
人
ニ
テ
罷
越
候
様
被
仰
付
候
二
付
、

　
　
壱
僕
召
連
罷
越
候
処
、
手
伝
無
御
座
候
間
、
大
二
手
間
取
、
一
度
罷
越
候
而
可

　
　

相
済
人
数
二
而
も
、
両
三
度
不
罷
越
候
而
ハ
不
相
済
様
罷
成
、
於
前
方
も
難
渋

　
　
之
儀

と
奉
察
、
且
度
々
之
出
二
相
成
候
而
ハ
余
分
之
御
出
方
二
茂
可
相
成
旨
奉

　
　
存
候
、
傍
之
手
伝
と
し
て
門
人
之
内
召
連
罷
越
度
願
敷
奉
存
候
、
云
々

　
　
　
　
（
嘉
永
七
年
）
三
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
人
名

　
　
　
　
　
御
小
頭
宛

　
資
料
4
で
は
、
遠
隔
地
の
種
痘
に
つ
い
て
藩
医
た
ち
が
、
手
伝
い
が
な
い
た
め
手

間
が
か
か
り
一
度
行
っ
た
だ
け
で
は
す
べ
て
の
希
望
者
に
種
痘
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
手
伝
い
と
し
て
門
人
を
連
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
門

人

と
い
う
形
で
広
範
な
在
村
医
が
種
痘
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
領
内
の
種
痘
が
↓
気

に
進
み
始
め
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
宇
和
島
藩
の
領
内
へ
の
種
痘
普
及
の
動
き
に
、
清
家
堅
庭
は

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
年
代
を
追
っ
て
資
料
を
見
て
い
く
。
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（
2
0
）

（資
料
5
）

　
　
　
　
　
口

上
覚

当
村
医
師
牧
太
義
種
痘
被
　
仰
付
奉
畏
候
、
早
速
加
古
朴
庵
様
江
罷
出
相
窺
候

処
種
痘
御
伝
来
被
成
下
、
追
々
種
痘
仕
候
に
付
此
段
御
達
申
上
候
、
以
上

　
　
（
嘉
永
七
年
）
八
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
古
兵
衛

　
　
　
志
賀
弥
助
様

　
　
（
2
1
）

（資
料
6
）

題
箋
「
清
家
堅
庭
著

　
　
　
　
　

水
か
や
日
記
」

　
　
郡
奉
行
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
村
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
太

右
之
者
御
吟
味
合
有
之
、
種
痘
申
付
候
間
、
種
痘
家
御
医
師
江
伺
出
差
図
之
上

種
痘
所
江
罷
出
致
手
伝
候
様
可
被
申
付
候

別
紙
之
通
被
仰
出
候
間
此
旨
可
被
申
聞
候
、
以
上

　
　

七

月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井

関
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
肇

別
紙
之
通
被
仰
出
候
段
申
来
候
間
、
此
旨
承
知
之
上
可
被
申
聞
候
、
已
上

　
　
七

月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
弥
介

嘉
永
と
あ
ら
た
ま
り
し
年
の
七
月
種
痘
と
い
へ
る
す
ち
の
事
と
も
承
り
て
、
お

な
し
月
の
廿
五
日
大
城
の
御
も
と
に
其
か
た
の
事
し
ら
せ
給
ふ
賀
古
君
の
御
も

と
に
て
給
り
し
に
、
主
人
い
へ
ら
く
其
か
た
の
事
に
つ
き
て
、
冨
永
ノ
君
魚
成

と
い
ふ
処
に
も
の
し
給
へ
れ
ハ
、
行
て
承
る
へ
き
よ
し
の
た
ま
ひ
け
れ
ハ
し
そ

き
て
や
と
り
に
つ
く
、
廿
六
日
朝
と
く
立
て
行
に
大
宿
村
と
い
ふ
処
よ
り
ハ
い

と
も
こ
・
し
き
坂
路
に
て
、
着
物
ハ
か
わ
け
る
と
こ
ろ
な
く
、
汗
に
ぬ
れ
て
の

ほ

る
に
、
木
深
く
し
け
り
合
た
る
あ
た
り
ハ
す
・
し
か
る
ら
ん
と
立
よ
り
て
見

れ

ハ

、
木
草
ほ
の
ほ
の
如
く
も
え
わ
た
り
て
た
へ
か
た
し
、
さ
て
行
て
ミ
れ
ハ

岩
の
は
さ
ま
よ
り
さ
や
ー
と
た
き
ち
流
る
・
水
あ
り
、
赤
裸
に
な
り
て
川
あ

み

し
け
る
に
す
・
し
く
な
り
ぬ
、
魚
成
村
々
長
矢
野
何
か
し
か
も
と
に
い
た
れ

る
は
申
の
刻
は
か
り
也
、
さ
て
冨
永
君
を
と
ヘ
ハ
古
市
村
に
も
の
し
も
へ
り
と

あ
る
し
の
い
ら
ふ
る
は
あ
え
な
き
心
ち
、
す
さ
か
う
ら
に
や
と
り
ぬ
、
廿
七
日

巳

の

刻
は
か
り
立
て
古
市
村
に
き
た
れ
る
は
午
の
時
は
か
り
な
り
、
冨
永
君
た

い
め

給
ハ
り
ぬ
、
廿
八
日
廿
九
日
ハ
か
の
す
ち
乃
事
と
も
な
し
た
ま
ふ
日
に
て

古
市
・
下
相
・
川
津
南
・
嘉
喜
尾
な
と
い
ふ
所
々
よ
り
人
々
あ
ま
た
来
あ
ひ
た

り
、
三
十
日
三
橋
寛
斎
あ
る
し
す
と
て
あ
な
い
し
け
れ
ハ
冨
永
君
に
し
た
か
ひ

て

行
、
未
刻
は
か
り
い
た
り
、
ま
き
の
神
さ
へ
な
り
ひ
ら
め
き
て
い
と
か
し
か

る
し
、
さ
て
か
ハ
ら
け
あ
ま
た
・
ひ
め
く
り
ぬ
れ
ハ
ゑ
ひ
ぬ
、
矢
野
杏
仙
さ
み

せ
ん

な
と
い
ふ
も
の
も
た
せ
て
ひ
き
の
・
し
る
に
、
人
之
声
あ
ハ
せ
な
と
し
て

い

た
う
ゑ
ひ
ぬ
、
夕
つ
か
た
冨
永
君
ハ
長
の
家
に
わ
た
り
た
ま
ひ
ぬ
、
お
の
れ

ハ

と
・
ま
り
て
な
ひ
ー
な
と
い
ふ
も
の
か
た
り
を
し
て
や
と
り
ぬ
、
八
月
朔

日
き
の
ふ
の
な
こ
り
猶
や
ま
す
、
巳
刻
は
か
り
魚
成
村
に
き
つ
と
み
と
す
ミ
か

さ
た
め
な
し
、
さ
て
種
痘
の
事
と
も
な
し
け
る
事
の
ひ
ま
な
る
か
、
水
か
や
と

い
ふ

も
の
と
ら
ん
と
て
竜
沢
寺
に
も
の
し
給
ふ
御
と
も
に
さ
ふ
ら
ひ
て

　
岩
た
・
む
河
瀬
に
な
ひ
く
水
か
や
の
ミ
と
り
ハ
ミ
て
も
す
・
し
か
り
け
り

矢
野
氏
か
床
の
上
に
か
け
た
る
花
瓶
に
さ
し
た
る
花
を
見
て

　
あ
な
す
・
し
紅
真
白
む
ら
さ
き
と
寄
も
色
わ
く
朝
か
ほ
の
花

さ
て
其
事
と
も
は
て
・
家
に
か
へ
り
た
る
は
八
月
は
し
め
つ
か
た
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
家
堅
庭
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資
料
5
に
あ
る
よ
う
に
、
堅
庭
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
宇
和
島
藩
医
の
賀

古
朴
庵
の
も
と
で
種
痘
を
手
伝
い
、
そ
の
技
術
を
身
に
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
嘉

永
八
年
七
月
に
は
早
速
、
藩
医
冨
永
分
亮
の
手
伝
い
と
し
て
山
奥
組
の
魚
成
村
や
古

市
村
（
城
川
町
）
に
お
い
て
種
痘
の
実
施
を
手
伝
っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
様
子
に
つ

い

て
雅

文
体
で
書
い
た
も
の
が
、
資
料
6
の
「
水
か
や
日
記
」
で
あ
る
。

　
「
水
か
や
日
記
」
の
冒
頭
に
は
、
ま
ず
堅
庭
が
宇
和
島
の
種
痘
所
に
お
い
て
藩
医

を
手
伝
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
際
の
文
書
が
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
種
痘
を
手

伝
い
に
七
月
二
五
日
に
宇
和
島
に
出
た
時
に
、
賀
古
朴
庵
か
ら
冨
永
分
亮
が
魚
成
村

で
種
痘
を
実
施
す
る
の
で
手
伝
う
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
冨
永
の
後
を
追
う
と
こ
ろ
か

ら
日
記
は
始
ま
っ
て
い
る
。

　
七

月
二
六
日
に
は
朝
早
く
出
発
し
て
、
大
宿
村
（
広
見
町
）
か
ら
土
屋
峠
の
険
し

い
道
を
歩
き
、
途
中
暑
さ
を
和
ら
げ
る
た
め
に
水
浴
も
し
つ
つ
午
後
四
時
頃
魚
成
村

庄
屋
矢
野
家
に
た
ど
り
つ
く
と
、
冨
永
は
既
に
古
市
村
に
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
で

そ
の
ま
ま
泊
っ
て
い
る
。
そ
の
翌
日
二
七
日
は
、
午
前
一
〇
時
頃
出
発
し
て
、
正
午

頃
に
は
古
市
村
に
入
り
、
よ
う
や
く
冨
永
と
対
面
を
果
た
し
て
い
る
、
そ
の
冨
永
の

も
と
で
、
二
八
、
二
九
日
は
古
市
村
で
種
痘
を
手
伝
い
、
古
市
村
を
は
じ
め
近
隣
の

下

相
・
川
津
南
・
嘉
喜
尾
（
城
川
町
）
な
ど
山
奥
組
の
村
々
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
村

人
に
種
痘
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
三
〇
日
に
は
、
地
元
の
在
村
医
と
思
わ
れ
る

三

橋
寛
斎
・
矢
野
杏
仙
ら
と
酒
宴
を
催
し
親
交
を
深
め
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
の
在

村
医
も
、
堅
庭
と
と
も
に
冨
永
の
種
痘
に
協
力
し
た
手
伝
い
の
医
師
と
考
え
ら
れ
る
。

八
月
一
日
に
は
今
度
は
魚
成
村
に
移
り
種
痘
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
余
暇
に
水

か

や

を
取
ろ
う
と
し
て
龍
澤
寺
に
赴
い
て
い
る
。
種
痘
の
手
伝
い
を
終
え
た
堅
庭
は

八
月
上
旬
に
は
帰
宅
し
て
い
る
。

　

資
料
6
の
「
水
か
や
日
記
」
か
ら
は
、
魚
成
村
や
古
市
村
で
行
わ
れ
た
種
痘
が
藩

医
の
手
伝
い
と
い
う
名
目
で
多
く
の
在
村
医
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
こ
う
し
た
藩
医
を
手
伝
っ
て
の
領
内
の
種
痘
は
か
な
り
の
回
数
を
数
え
た
よ
う

で
、
そ
の
こ
と
は
藩
医
が
出
張
し
て
行
う
種
痘
に
堅
庭
が
何
度
参
加
し
た
の
か
手
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

を
提
出
す
る
こ
と
に
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、
宇
和
島
藩
領
に
お
い
て
は
、
も
う
一
方
で
在
村
医
単
独
で
の
種
痘
も
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
最
も
早
い
動
き
は
卯
之
町
（
宇
和
町
）
か
ら
始

　
　
　
　
（
2
3
）

ま
っ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
7
）

　
　
此
度
以

　
　
思

召
冨
澤
大
限
砂
澤
杏
雲
江
種
痘
被
仰
付
、
在
中
望
之
向
々
召
連
罷
出
候
様
御

　
　
沙
汰

有
之
処
、
於
御
願
下
之
卯
之
町
二
宮
敬
作
と
申
者
種
痘
工
者
二
付
、
右
之

　
　
者
江
為
種
度
旨
被
伺
出
候
趣
承
知
致
相
達
置
候
処
、
右
之
者
於
長
崎
表
致
修
行

　
　
候
趣
二
者
候
得
共
、
厚
以

　
　
思

召
ヲ
大
眠
杏
雲
江
被
仰
付
候
事
故
、
右
両
人
指
図
口
も
得
候
上
勝
手
次
第
可

　
　
申
聞
と
御
沙
汰
有
之
候
間
、
其
旨
御
承
知
可
被
在
之
候
、
以
上

　
　
　
　
（
嘉
永
五
年
）
閏
二
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
井
関
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
肇

　

　
一
種
痘
之
事

　
　
　
右
者
此
度
厚
以

　
　
　
思

召
右
趣
御
世
話
被
成
下
候
趣
之
処
、
於
当
組
者
敬
作
と
申
者
在
之
事
故
、

　
　
　
組
内
者
敬
作
へ
申
付
御
主
意
相
守
為
致
世
話
候
様
相
成
候
ハ
・
御
城
下
迄
罷

　
　
　
出
二
不
及
候
得
者
、
小
内
困
窮
之
者
共
別
而
不
任
心
底
も
と
申
義
も
無
之
候

　
　
　
様
相
成
、
御
主
意
も
相
貫
候
へ
者
拙
者
君
伺
出
候
処
、
前
書
之
通
御
沙
汰
在

　
　
　
之
候

問
、
日
並
左
之
通
相
極
候
二
付
望
之
者
者
追
々
敬
作
方
江
召
連
罷
出
候

　
　
　
趣
、
小
内
不
残
様
可
被
申
聞
候

　
　
一
当
月
五
日
∂
相
初
夫
∂
十
二
日
十
九
日
廿
六
日

　
　
　
右
之
通
二
八
日
目
二
連
参
候
趣
、
尤
廿
六
日
汐
以
後
同
様
之
事
二
候

　
資
料
7
は
、
藩
医
二
人
が
宇
和
島
に
お
い
て
無
料
で
種
痘
を
実
施
す
る
と
し
た
宇

和
島
藩
の
最
初
の
通
達
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
閏
二
月
二
七

日
に
郡
奉
行
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
卯
之
町
に
は
長
崎
で
修
行
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し
種
痘
に
も
巧
み
な
二
宮
敬
作
が
お
り
、
敬
作
に
種
痘
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
願
い

出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
郡
奉
行
が
許
可
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
論
理
と
し
て
は
、

藩
医
の
派
遣
の
場
合
と
同
様
で
、
宇
和
島
で
は
な
く
組
内
で
種
痘
が
で
き
れ
ば
、
小

内
困
窮
の
者
で
あ
っ
て
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
種
痘
を
普
及
さ
せ
る
藩
の
方
針
も

一
層
貫
徹
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
山
田
組
で
は
、
毎
月
五
日
、

一
二

日
、
一
九
日
、
二
六
日
と
八
日
間
隔
で
敬
作
が
卯
之
町
に
お
い
て
種
痘
を
行
う

こ
と
が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　
敬
作
と
同
じ
く
嘉
永
五
年
六
月
二
七
日
に
は
、
大
洲
藩
医
の
山
本
一
学
と
宇
和
島

の

中
尾
良
貞
に
学
び
、
伊
方
浦
（
伊
方
町
）
に
開
業
し
た
脇
本
玄
昇
が
、
遠
隔
地
で

貧
民
が
城
下
に
出
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
地
元
で
の
種
痘
実
施
を
願
い
出
て
い
る
。

こ
の
脇
本
玄
昇
は
、
冒
頭
に
も
取
り
上
げ
た
大
洲
藩
領
上
灘
村
の
在
村
医
有
友
良
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

に
種
痘
技
術
を
伝
授
さ
れ
た
と
記
し
て
お
り
、
当
時
既
に
藩
に
よ
ら
な
い
民
間
レ
ベ

ル

で
の

種
痘
技
術
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
翌
年
の
嘉
永
六
年
二
月
二
二
日
に
は
、
二
名
津
浦
（
瀬
戸
町
）
庄
屋
．

村
役
人
が
、
城
下
ま
で
遠
く
日
数
・
雑
費
と
も
に
か
さ
む
た
め
、
種
痘
が
普
及
し
な

い
状
況

を
記
し
、
磯
崎
浦
（
保
内
町
）
出
身
で
二
名
津
浦
の
在
村
医
と
な
っ
た
玄
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

に
近
隣
の
村
々
も
含
め
て
種
痘
さ
せ
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
同
年
の
三
月
一
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
り

日
に
は
、
菊
川
村
（
御
荘
町
）
の
在
村
医
助
口
が
村
内
に
種
痘
を
済
ま
せ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

子
供
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
種
痘
を
願
い
出
て
い
る
。
藩
医
冨
永
分
亮
と
堅
庭
が
出

張

し
て
種
痘
を
行
っ
た
山
奥
組
に
お
い
て
も
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
一
〇
月
に

魚
成
村
源
龍
・
古
市
村
寛
斎
・
田
穂
村
俊
斎
・
富
岡
村
元
厚
の
四
人
の
在
村
医
が
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

痘
実
施
を
願
い
出
て
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
五
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

は
西
三
浦
の
枝
浦
大
内
浦
（
宇
和
島
市
）
の
逗
留
医
師
立
軒
が
実
施
し
、
慶
応
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

（
一
八
六

六
）
に
は
二
見
浦
在
村
医
良
束
が
種
痘
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
慶

応
三
年
三
月
に
も
、
卯
之
町
に
お
い
て
二
宮
敬
作
以
後
し
ば
ら
く
の
間
種
痘
が
行
わ

れ

な
く
な
っ
た
た
め
、
未
接
種
の
子
供
が
増
え
て
い
る
と
し
て
、
既
に
免
許
を
得
て

い

た
卯
之
町
逗
留
医
師
黒
瀬
春
良
に
種
痘
さ
せ
る
こ
と
が
、
代
官
よ
り
近
隣
庄
屋
に

　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

通
達
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宇
和
島
藩
に
お
け
る
種
痘
は
、
江
戸
や
大
坂
に
お
い
て
蘭
医
学
を

学
ん

だ

藩
医
が
中
核
と
な
り
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
普
及
に
は
藩
医
の
手
伝
い
と
し
て

種
痘

に
参
加
す
る
ほ
か
、
地
元
で
の
種
痘
の
実
施
な
ど
様
々
な
形
で
種
痘
と
深
く
関

わ
っ
た
在
村
医
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
次
に
掲
げ
る
資
料
は
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
（
資
料
8
）

　
　
近
年
、
格
別
之
御
主
意
二
依
リ
、
御
領
中
一
般
二
種
痘
ヲ
施
サ
レ
シ
ヲ
以
テ
、

　
　
幾
万
之

嬰
児
安
穏
二
成
育
ス
ル
事
ト
ナ
リ
シ
ガ
、
抑
最
初
種
痘
ヲ
御
委
任
ニ
ナ

　
　

リ
シ
バ
、
官
医
ノ
ミ
ナ
リ
シ
モ
、
近
来
在
々
所
々
ノ
医
生
へ
施
術
差
免
サ
レ
シ

　
　
者
モ
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
由
二
承
レ
リ
、
然
ル
ニ
遠
村
僻
地
ニ
テ
施
術
之
節
種
痘
ヲ

　
　
相
頼
マ
ル
・
事
ア
ル
モ
、
御
免
ナ
キ
身
分
之
者
ニ
テ
無
拠
断
バ
リ
、
又
ハ
自
分

　
　
之
小
児
二
至
ル
迄
モ
官
医
之
労
ヲ
煩
ハ
ス
事
ト
ナ
リ
、
不
便
宜
二
付
、
手
許
二

　
　
於
テ

施
術
差
許
サ

レ
度
旨
、
町
医
清
恭
ヨ
リ
願
出
許
可
セ
ラ
ル

　
資
料
8
は
、
宇
和
島
の
町
医
清
恭
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
遠
隔
地
に
治

療
に
出
た
時
の
種
痘
の
許
可
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
当
初
藩
医
の

み

で
始

ま
っ
た
種
痘
が
、
こ
の
段
階
で
は
既
に
少
な
か
ら
ざ
る
在
村
医
に
許
可
さ
れ

て

い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
例
示
し
た
が
、
実
際
に
記

録

に
残
っ
て
い
な
い
在
村
医
の
種
痘
の
事
例
は
か
な
り
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
清
家
堅
庭
も
、
地
元
に
お
い
て
積
極
的
に
種
痘
に
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ん

だ

こ
と
は
次
の
資
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
（
資
料
9
）

　
　
　
　
　
　
　

口
上
覚

　
　
当
村
医
師
清
家
牧
太
義
医
業
相
励
種
痘
深
切
二
取
斗
、
手
広
二
療
治
仕
一
統
為

　
　
筋
二
相
成
候
趣
を
以
、
過
ル
安
政
三
辰
十
二
月
右
為
御
褒
美
帯
刀
、
同
六
未
十

　
　
一
月
苗
字
両
度
二
御
免
被
成
下
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
当
卯
五
拾
四
歳
二
罷
成

　
　
申
候
処
、
近
年
別
而
業
前
相
励
近
村
者
不
及
申
、
遠
方
迄
も
多
分
歩
行
罷
越
病
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人
実
意
二
療
治
仕
、
且
組
内
二
種
痘
仕
候
医
師
無
御
座
二
付
、
遠
方
汐
多
分
二

　
　
尋
罷
越
候
而
一
統
相
服
居
候
趣
見
聞
仕
候
、
是
迄
度
々
御
賞
被
成
下
候
得
共
、

　
　
此
節
何
等
か
御
賞
被
成
下
置
候
ハ
・
、
御
蔭
を
以
此
上
療
治
出
精
可
仕
と
奉
存

　
　
候
、
何
卒
　
御
考
味
被
成
下
置
候
様
此
段
偏
二
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
（
慶
応
三
年
）
九
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
古
兵
衛

　
　
　
　
　
須
藤
忠
太
夫
殿

　
資
料
9
に
は
、
堅
庭
が
近
村
の
み
な
ら
ず
遠
村
に
も
で
か
け
て
い
き
医
療
を
行
っ

た
ほ
か
、
矢
野
組
に
種
痘
が
で
き
る
医
師
が
他
に
い
な
か
っ
た
た
め
、
遠
く
か
ら
来

た
者
に
も
種
痘
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
矢
野
組
に
お
い
て
継
続
的
に
種
痘
に

取
り
組
ん
だ
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
宇
和
島
藩
医
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
種
痘
は
、
二

宮
敬
作
や
堅
庭
の
よ
う
な
蘭
医
学
を
学
び
地
元
に
開
業
し
た
在
村
医
が
加
わ
り
、
さ

ら
に
末
端
の
在
村
医
や
逗
留
医
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、
幕
末
期
の
宇
和
島
藩
領
に

徐
々
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
堅
庭
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
在
村
医
の
広
が
り
が
、
遠

隔
地
に
お
け
る
種
痘
を
可
能
と
し
、
宇
和
島
藩
領
に
お
け
る
種
痘
普
及
を
大
き
く
後

押
し
し
た
。

②
清
家
堅
庭
の
社
会
活
動

ω
堅
庭
の
文
化
・
教
育
活
動

　
堅
庭
は
医
療
面
で
地
域
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
が
、
医
師
以
外
に
も
う
一
つ
別

の
顔
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
地
方
文
人
・
教
育
者
と
し
て
の
顔
で
あ
る
。

　
先
に
堅
庭
の
医
学
の
師
で
あ
る
二
宮
春
祥
と
梶
谷
守
典
が
本
居
宣
長
の
門
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
が
、
こ
の
二
人
に
野
井
安
定
、
野
田
広
足
を
加
え
て
四
人
が

伊
予

に
お
け
る
「
宣
長
四
門
」
と
称
せ
ら
れ
、
伊
予
に
お
け
る
宣
長
派
の
国
学
・
和

歌
興
隆
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
　
野
井
安
定
は
油
屋
と
い
う
屋
号
の
八
幡
浜
の
醸
造

家
、
野
田
広
足
は
蔵
貫
浦
（
三
瓶
町
）
庄
屋
大
塚
源
四
郎
の
子
供
に
生
ま
れ
、
後
に

矢
野
町

（八
幡
浜
市
）
庄
屋
野
田
万
蔵
の
養
子
と
な
り
、
矢
野
町
と
平
地
村
（
大
洲

市
）
の
庄
屋
を
つ
と
め
て
い
る
。
野
井
安
定
と
野
田
広
足
は
宣
長
に
入
門
す
る
以
前

か

ら
宣
長
と
手
紙
を
交
わ
し
て
お
り
、
宣
長
に
よ
る
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
六
月

…
二

日
付
の
、
安
定
が
寄
せ
た
詠
草
に
対
し
て
「
御
詠
い
す
れ
も
安
ら
か
に
相
聞

候
」
と
記
し
た
書
簡
、
広
足
に
対
し
て
は
万
葉
風
の
和
歌
の
研
究
を
勧
め
た
書
簡
が

残

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
寛
政
八
年
三
月
一
七
日
に
伊
勢
松
阪
を
訪
れ
宣
長

に
正
式
に
入
門
し
、
「
萬
葉
集
一
之
巻
難
歌
解
」
「
あ
し
ひ
き
の
山
」
が
宣
長
よ
り
与

え
ら
れ
た
他
、
滞
在
中
の
宣
長
と
の
歌
論
を
め
ぐ
る
問
答
を
「
答
問
録
」
と
し
て
記

録

に
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
人
は
四
月
五
日
に
伊
勢
山
田
の
国
学
者
荒
木
田
久
老

の

も
と
に
も
訪
れ
て
そ
の
教
え
を
受
け
て
い
る
。
帰
郷
後
も
野
井
安
定
は
本
居
宣
長
、

荒
木
田
久
老
に
万
葉
集
の
疑
問
を
書
い
た
手
紙
を
た
び
た
び
送
っ
て
お
り
、
久
老
は

そ

れ
に

応

じ
て
「
萬
葉
十
六
竹
取
翁
之
歌
解
」
を
書
き
送
る
な
ど
、
安
定
が
寛
政
一

一
年
に
亡
く
な
る
ま
で
交
流
が
続
い
て
い
る
。

　
梶
谷
守
典
は
、
二
人
の
入
門
の
二
年
後
の
寛
政
一
〇
年
に
、
安
定
を
通
じ
て
手
紙

に
よ
り
宣
長
に
入
門
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
守
典
の
門
人
二
宮

春
祥
も
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
上
京
中
の
宣
長
を
訪
ね
て
入
門
し
て
い
る
。
こ

の
上
京
中
に
春
祥
が
野
田
広
足
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
毎
日
宣
長
の
源
氏
物
語
・
万

葉
集
の
講
義
を
受
け
、
「
源
氏
万
葉
お
も
し
ろ
き
事
い
は
ん
か
た
な
し
」
と
記
さ
れ

て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
八
幡
浜
で
は
本
居
派
の
国
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て

い
っ

た
が
、
こ
の
四
人
の
後
に
続
い
て
国
学
を
学
ん
だ
の
が
堅
庭
で
あ
る
。
堅
庭
は

天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
に
二
宮
春
祥
の
も
と
で
医
学
を
学
び
始
め
て
い
る
が
、
こ

の

時
あ
わ
せ
て
国
学
・
和
歌
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
天

保
六

年
に
は
本
居
太
平
の
養
子
内
遠
の
も
と
に
入
門
し
て
い
る
。
こ
の
本
居
内
遠
が

堅
庭

に
宛
て
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
二
月
一
四
日
付
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
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（
3
3
）

る
の
で
次
に
掲
げ
る
。

　
　
（
資
料
1
0
）

　
　
貴
翰
致
拝
見
候
、
爾
来
盛
寒
之
節
二
相
成
候
処
、
弥
々
御
清
適
被
御
入
繁
賀
之

　
　
至
二
御
座
候
、
野
翁
義
先
年
難
波
二
而
得
貴
顔
其
後
養
母
病
死
、
又
世
継
之
段

　
　
永
平
早
世
致
し
な
ど
に
て
配
意
申
、
四
ケ
年
前
掛
大
病
既
二
危
篤
二
致
候
処
、

　
　
全
然
趣
快
気
候
へ
ど
も
今
以
手
足
麻
痺
、
遠
行
不
自
在
二
て
困
入
候
、
乍
去
机

　
　
上
之
業
宅
内
之
諸
会
集
相
達
罷
在
候
段
、
御
安
意
可
被
下
候
、
二
宮
春
祥
ぬ
し

　
　
も
病
気
之
由
、
疎
遠
に
て
一
向
御
様
子
不
存
候
、
ま
た
先
頃
同
所
野
井
善
三
郎

　
　
と
申
者
当
地
へ
参
り
委
曲
承
知
候
而
始
而
相
解
り
申
候
、
然
る
べ
く
御
つ
た
へ

　
　
可
被
下
候
、
扱
今
般
御
詠
草
一
巻
取
遣
一
閲
差
上
申
候
、
外
色
紙
短
冊
染
筆
御

　
　
も
と
め
則
認
差
上
候
、
前
件
之
不
快
こ
て
延
引
相
成
候
段
御
推
察
可
被
下
候
、

　
　
御
肴
料
金
百
疋
御
恵
投
御
芳
情
之
段
奉
謝
候
、
来
る
午
年
月
並
題
差
上
申
候
、

　
　
今
年
の
を
も
添
申
候
、
御
出
詠
可
被
下
候
、
一
葉
は
春
祥
ぬ
し
へ
御
届
可
然
御

　
　
伝
可
被
下
候

　
　
　
　
（
弘
化
二
年
）
十
二
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
本
居
内
遠

　
　
　
　
　

清
家
定
雄
兄

　

尚
以
来
御
文
通
之
処
、
今
度
上
包
二
被
仰
下
候
、
大
坂
大
和
屋
政
治
郎
こ
て
可

　

有
之
候
哉
、
右
お
ほ
つ
か
な
く
候
故
、
是
迄
も
書
状
得
出
不
申
候
事
に
候
、
依

　

而
御
伺
申
候
、
且
又
申
候
、
八
幡
浜
野
井
善
三
郎
安
道
と
申
者
十
月
頃
御
参
り
、

　

旅
宿

よ
り
毎
日
参
り
申
候
、
勤
学
致
し
た
く
と
の
義
、
随
分
質
直
な
る
人
物
と

　

見
え
、
二
宮
氏
の
事
な
ど
様
子
を
も
語
り
、
確
成
人
と
は
思
候
へ
ど
も
、
何
方

　

よ
り
頼
状
付
手
紙
な
ど
も
無
之
、
不
図
参
候
事
故
足
を
と
め
を
り
候
、
就
而
者

　

さ
だ
か
に
い
た
し
置
申
度
候
故
一
応
問
合
申
候
、
貴
兄
の
事
を
も
存
知
居
候
様

　

子
二
候
、
右
人
い
か
様
の
身
分
人
物
に
て
本
家
と
か
云
ふ
が
あ
り
て
自
身
は
閑

　

人

な
る
よ
し
、
右
ら
も
詳
し
く
承
度
且
足
を
と
め
居
候
て
く
る
し
か
ら
ぬ
人
物

　

に
や
承
度
候

手
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
内
遠
の
養
母
の
病
死
は
天
保
一
二
年
、
養
子
永
平
の
死
、

内
遠
自
身
の
大
病
が
そ
の
翌
年
の
一
三
年
の
こ
と
に
な
る
。
堅
庭
は
そ
れ
ら
よ
り
以

前
に
大
坂
に
お
い
て
内
遠
と
対
面
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
手
紙
か
ら
分
か
る
が
、

そ
れ
は
堅
庭
が
内
遠
に
入
門
し
た
と
さ
れ
る
天
保
六
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
内

遠

は
こ
の
手
紙
で
堅
庭
の
詠
草
を
添
削
し
た
も
の
や
色
紙
・
短
冊
の
染
筆
を
送
る
と

と
も
に
、
弘
化
三
年
の
月
並
題
へ
の
出
詠
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
宣
長
時
代
か
ら

の

門
人
で
あ
る
二
宮
春
祥
の
身
を
案
じ
、
一
〇
月
頃
に
紹
介
状
な
し
で
訪
れ
た
八
幡

浜
の
野
井
善
三
郎
の
身
元
も
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
手
紙
に
あ
る

野
井
善
三
郎
は
宣
長
時
代
か
ら
の
門
人
野
井
安
定
の
養
子
で
あ
り
、
以
後
堅
庭
と
と

も
に
八
幡
浜
歌
壇
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
堅
庭
の
も
と
に
は
、
内
遠
以
外
に
も
伊
勢
外
宮
禰
宜
で
国
学
者
の
足
代
弘
訓
、
内

遠

の

子

供
本
居
豊
穎
か
ら
も
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
嘉
永
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

（
一
八
五

二
）
五
月
一
〇
日
付
の
豊
穎
の
手
紙
も
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
（
資
料
1
1
）

　
　
四
月
十
九
日
御
書
着
拝
読
申
候
、
向
寒
之
節
御
揃
御
安
静
奉
賀
候
、
降
而
当
方

　
　
無
為
御
休
意
可
被
下
候
、
借
鶯
蛙
集
か
ね
て
御
詠
草
一
冊
入
手
、
初
編
は
相
刷

　
　
上
候
故
二
編
へ
加
へ
可
申
候
、
愚
父
六
十
賀
御
賀
詠
恭
入
手
候
、
殊
に
御
肴
料

　
　
と
し
て
一
封
御
厚
志
是
又
恭
拝
受
、
愚
父
よ
り
宜
敷
御
礼
申
出
候
、
借
両
三
年

　
　
以
前
御
遣
の
由
二
て
御
詠
草
残
居
候
趣
、
一
通
り
さ
が
し
候
へ
ど
も
一
向
見
出

　
　
不
申
候
、
若
し
や
途
中
こ
て
間
違
当
方
へ
は
参
候
は
ぬ
か
、
何
か
近
頃
返
上
申

　
　
候
様

に
も
覚
申
候
、
何
分
当
方
に
は
是
無
き
も
一
応
御
当
り
可
被
下
候

　
　
一
加
納
諸
平
へ
別
封
相
届
申
候
、
近
頃
は
先
発
狂
之
形
に
候
へ
ど
も
漸
く
快
気

　
　
　
之
方
二
て
歌
は
詠
み
申
居
候

　
　
一
貴
君
明
年
は
四
十
に
相
成
候
由
目
出
度
存
上
候
、
そ
れ
に
つ
き
賀
詠
上
候
様

　
　
　
承
知
、
則
愚
父
始
め
井
愚
詠
愚
弟
の
詠
と
も
差
上
候
、
残
り
の
分
は
後
よ
り

　
　
　
社
中
へ
書
か
せ
可
申
候
、
且
牧
野
謙
三
子
と
か
是
又
四
十
賀
詠
御
望
之
由
同

　
　

様
上
申
候
、
御
伝
可
被
下
候
、
且
う
る
は
し
き
御
伏
紗
御
恵
恭
拝
受
、
愚
父

　
　
　
よ
り
宜
敷
御
礼
申
上
候
様
申
出
候
二
付
御
伝
声
可
被
下
候
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一
貴
君
御
俗
称
当
方
へ
は
下
総
と
御
認
、
勿
論
兼
而
存
居
候
事
故
左
様
存
居
候

　
　
　
処
、
諸
平
へ
の
御
書
ニ
ハ
相
替
牧
太
と
か
御
認
御
座
候
、
御
序
二
実
否
御
聞

　
　
　
せ
可
被
下

候
、
先
は
右
御
請
迄
如
此
御
座
候
、
已
上

　
　
　
　
　

　
（
嘉
永
五
年
）
五
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
本
居
豊
穎

　
　
　
　
　
　
　
清
家
定
雄
様

　
手
紙
に
は
、
ま
ず
内
遠
の
六
十
賀
に
あ
た
り
門
人
、
知
己
の
歌
を
集
め
て
出
版
し

た
『
鶯
蛙
集
』
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
鶯
蛙
集
』
に
つ
い
て
は
、
豊
穎
が
八

幡
浜
の
野
井
善
三
郎
に
出
詠
を
促
し
た
手
紙
に
、
堅
庭
に
も
声
を
か
け
る
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
堅
庭
が
出
詠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

手
紙
に
は
豊
穎
を
介
し
て
加
納
諸
平
に
も
別
に
手
紙
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て

い

る
。
諸
平
は
宣
長
の
高
弟
で
国
学
者
・
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
堅
庭
は
諸

平
と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
手
紙
に
は
さ
ら
に
堅
庭
か
ら
四
十
賀
へ
の

歌

を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
内
遠
・
豊
穎
・
安
蔭
な
ど
本
居
家
の
分
に
つ
い
て

は
早
速
送
り
、
残
り
の
社
中
に
つ
い
て
は
後
日
送
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
堅

庭
と
本
居
家
及
び
そ
の
周
辺
の
国
学
者
・
歌
人
と
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
に
手

紙

を
通
じ
た
詠
草
の
や
り
と
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に

王
子
文
庫
に
は
、
本
居
内
遠
が
添
削
を
施
し
た
堅
庭
の
詠
草
も
含
ま
れ
て
い
る
。
堅

庭

は
八
幡
浜
の
歌
人
八
名
に
よ
る
歌
合
で
あ
る
「
四
拾
番
歌
合
」
に
も
名
を
連
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

お

り
、
八
幡
浜
の
地
方
文
人
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
次

に
教
育
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
堅
庭
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

一
〇

年
（
一
八
七
七
）
に
か
け
て
自
宅
に
私
塾
を
開
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

庭
の
孫
中
枝
が
ま
と
め
た
堅
庭
に
つ
い
て
の
履
歴
書
に
は
、
こ
の
私
塾
の
入
門
帳
と

思
わ

れ

る
「
門
人
録
」
に
つ
い
て
、
「
嘉
永
六
年
よ
り
明
治
六
年
に
至
る
門
人
二
百

四

十
九
名
の
姓
名
の
記
載
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
履
歴
書
が

ま
と
め
ら
れ
た
当
時
に
は
「
門
人
録
」
は
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
残

念

な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
な
か
で
「
門
人
録
」
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か

し
、
履
歴
書
の
な
か
に
「
門
人
録
」
の
最
低
限
の
情
報
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以

下

そ
れ
を
も
と
に
見
て
い
く
。

　
ま
ず
年
代
別
の
入
門
者
数
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
六
年
八
三
人
、
安
政
元
年
九
人
、

二

年
一
一
人
、
三
年
五
人
、
四
年
＝
人
、
五
年
二
人
、
文
久
元
年
三
人
、
二
年

一
五

人
、
三
年
一
〇
人
、
元
治
元
年
七
人
、
慶
応
元
年
三
人
、
二
年
七
人
、
三
年
八

人
、
明
治
二
年
五
人
、
四
年
三
三
人
、
五
年
二
七
人
、
六
年
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

嘉
永
六
年
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
『
八
幡
浜
市
誌
』
に
は
嘉
永
三
年
に
開
塾
と
あ
る

よ
う
に
、
「
門
人
録
」
よ
り
も
開
塾
し
た
の
が
古
い
こ
と
か
ら
、
記
入
が
始
ま
っ
た

段
階
で
過
去
の
入
塾
者
も
す
べ
て
ま
と
め
て
記
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ

以

降
も
明
治
以
前
の
段
階
で
毎
年
三
～
一
五
名
が
入
塾
し
て
お
り
、
一
八
〇
名
余
り

が
堅
庭
の
塾
で
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
、
明
治
四
年
が
三
．
二

名
、
明
治
五
年
が
二
七
名
と
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
明
治
六
年
に
閉
塾
す
る
ま
で
に
門
人

帳
に
記
さ
れ
て
い
な
い
門
人
も
あ
わ
せ
る
と
、
約
三
〇
〇
名
が
堅
庭
の
塾
に
学
ん
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　
門
人
の
地
域
的
な
分
布
に
つ
い
て
は
図
2
に
ま
と
め
た
。
堅
庭
の
居
村
八
代
村
が

六
一
人
、
隣
村
の
五
反
田
村
が
五
三
人
と
圧
倒
的
に
多
く
、
八
幡
浜
二
一
二
人
、
矢
野

町
一
四
人
、
向
灘
＝
二
人
が
後
に
続
く
。
遠
く
は
宇
和
島
の
四
一
人
が
あ
る
が
、
そ

れ

を
除
く
と
大
体
が
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
入
る
村
々
か
ら
多
く
来
て
お
り
、
そ

れ

は
図
1
の
患
者
の
分
布
と
も
ほ
ぼ
重
な
る
。
ま
た
、
最
も
多
く
の
門
人
を
生
み
出

し
て
い
る
居
村
の
八
代
村
を
取
り
上
げ
る
と
、
元
治
二
年
の
宗
門
改
帳
に
は
、
家
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

が
七
九

軒
、
人
数
が
四
四
五
名
と
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
六
一
名
が
堅
庭
に
学
ん
で

い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
八
代
村
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
家
の
子
供
が

堅
庭

に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
八
代
村
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
で

は
堅
庭
の
教
育
が
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

②
王
子
文
庫
の
創
設

　
堅
庭
が
先
に
見
て
き
た
文
化
・
教
育
活
動
の
延
長
上
に
行
っ
た
社
会
活
動
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

王
子
文
庫
の
建
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
王
子
文
庫
に
つ
い
て
は
八
代
村
八
尺
神
社
境
内
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井上淳［幕末期在村蘭方医の医療と社会活動］

に
あ
り
、
近
年
補
修
が
行
わ
れ
外
観
は
住
宅
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
階
内
部
は
旧
状

の

ま
ま
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
期
に
撮
影
さ
れ
た
古
写
真
（
写
真
1
、
2
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

補
修

を
行
う
以
前
に
作
成
さ
れ
た
平
面
図
（
図
3
）
が
あ
り
、
王
子
文
庫
は
江
戸
時

代
の
私
設
図
書
館
の
姿
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
数
少
な
い
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
そ

れ

ら
に
よ
る
と
、
王
子
文
庫
は
二
間
四
方
の
瓦
葺
二
階
建
て
の
建
物
で
、
一
階

は
石
を
積
み
上
げ
基
礎
と
し
て
お
り
、
南
面
に
は
木
戸
が
持
え
ら
れ
換
気
す
る
こ
と

で
通
気
性
が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
八
畳
全
体
に
畳
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、

書
物
を
閲
覧
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
、
壁
面
ニ
カ
所
に
は
本
棚
が
据
え
ら
れ
、
書

物
が
収
納
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
階
段
を
あ
が
っ
た
二
階
は
板

敷
き
で
、
壁
面
四
カ
所
と
中
央
に
本
棚
が
持
え
ら
れ
て
お
り
、
主
に
書
物
の
収
納
場

所
と
し
て
用
い
ら
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
で

は
、
こ
の
王
子
文
庫
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
資
料
に
詳
し
い
。

　
　
（
資
料
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
奉
願
上
口
上
覚

　
　
一
文
庫
壱
軒
　
　
但
九
尺
弐
間
瓦
葺

　
　
右
之
通
当
村
祇
園
宮
社
内
江
新
二
造
営
仕
度
御
伺
申
上
候
、
右
者
当
辺
社
人
共

　
　
学
業
心
掛
之
者
も
御
座
候
得
共
、
辺
鄙
之
儀
故
書
籍
一
向
無
御
座
、
殊
二
貧
世

　
　
之

族
二
而
相
求
候
而
相
学
之
義
出
来
不
申
候
二
付
、
而
者
学
業
も
得
不
仕
自
然

　
　
と
惰
弱
二
相
成
候
者
も
御
座
候
而
、
半
］
之
神
職
も
相
弁
兼
候
様
押
移
、
実
二

　
　
学
業
不
仕
故
之
義
と
歎
敷
奉
存
候
二
付
、
志
願
之
者
6
当
社
江
書
籍
奉
納
為
仕

　
　
置
候
ハ
・
、
心
掛
候
者
も
相
互
二
譲
合
学
問
も
可
仕
と
近
年
来
相
頼
置
候
処
、

　
　
追
々

奉
納
仕
候
者
も
出
来
仕
、
此
節
二
而
者
部
数
二
相
成
申
候
而
社
頭
江
罷
置

　
　
ク
場
所
無
御
座
、
居
宅
江
預
り
居
候
儀
甚
以
心
配
仕
り
罷
在
候
二
付
、
文
庫
造

　
　
営
御
伺
申
上
候
、
何
卒
願
之
通

　
　
御
聞
届
被
成
下
置
候
様
御
取
斗
被
仰
上
被
下
度
偏
二
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
巳
（
安
政
四
年
）

五
月

八
代
村
神
主

　
　
　
　
下
総

　
　
　
　
　
　

御
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
古
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
御
組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
御
横
目

　
　
　
　
　
　
　
　
飯

田
忠
治
兵
衛
殿

　

こ
の
資
料
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
に
八
代
村
祇
園
社
神
主
下
総
が
八
代

村
の
村
役
人
に
あ
て
た
願
書
で
、
こ
の
願
書
は
さ
ら
に
村
役
人
か
ら
八
幡
浜
代
官
志

賀
弥
助
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
願
書
の
差
出
人
で
あ
る
下
総
は
、
堅
庭
が
医
師
に
な

る
に
あ
た
り
神
職
を
譲
っ
た
子
供
で
あ
る
が
、
こ
の
願
書
は
堅
庭
の
意
向
を
汲
む
形

で

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
八
代
村
の
近
隣
の
社
人
の
な
か
で

学
業
を
心
が
け
る
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
辺
鄙
な
と
こ
ろ
な
の
で
書
物
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
に
学
業
が
は
か
ど
ら
な
い
状
況
が

ま
ず
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
、
学
業
を
心

が
け
る
者
が
お
互
い
に
書
物
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
砥
園
社
へ
の
書
物
の
奉
納
を
呼

び
か

け
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
部
数
の
書
物
が
集
ま
り
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

九
尺
に
二
間
の
瓦
葺
き
の
文
庫
を
造
営
す
る
こ
と
が
願
い
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
願

書
は
す
ぐ
に
許
可
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、
そ
の
三
カ
月
後
の
安
政
四
年
八
月
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

さ
ら
に
次
の
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
奉
願
上
口

上
覚

　
　
当
村
砥
園
宮
社
内
江
文
庫
造
営
御
願
申
上

　
　
御
聞
届
被
成
下
置
難
有
仕
合
二
存
候
、
然
ル
処
九
尺
弐
問
仕
候
而
者
鹸
り
手
狭

　
　
二
御
座
候
故
、
自
由
ケ
間
敷
義
二
而
恐
入
候
義
二
者
御
座
候
得
共
、
弐
間
四
方

　
　
二
仕
度
奉
存
候
間
御
伺
申
上
候
、
何
卒
願
之
通
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御
聞
届
被
成
下
置
候
様
御
取
斗
被

　
　
巳
（
安
政
四
年
）
八
月

仰
上
被
下

度
、
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

八
代
村
神
主

　
　
　
　
下
総

　
　
　
　
　
御
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
古
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
御
組
頭

　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
御
横
目

　
　
　
　
　
　
　
飯

田
忠
治
兵
衛
殿

　

こ
こ
で
は
九
尺
に
二
間
の
文
庫
で
は
手
狭
で
あ
る
と
し
て
、
二
間
四
方
の
建
物
に

す
る
こ
と
が
、
五
月
の
願
書
と
同
様
に
祇
園
社
神
主
の
下
総
か
ら
村
役
人
に
、
そ
し

て

さ
ら
に
は
村
役
人
か
ら
八
幡
浜
の
代
官
に
宛
て
て
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
文
庫
の

建
物
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
二
間
四
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
こ
の
願

書
も
許
可
さ
れ
、
文
庫
の
建
設
が
本
格
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
建
物
の
建
築
が
進
み
、
二
年
後
の
安
政
六
年
六
月
に
は
さ
ら
に
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

う
な
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
1
4
）

　
　
　
　
　
　
　
奉
願
上
口
上
覚

　
　
当
村
祇
園
社
内
江
文
庫
造
営
之
義
兼
而
御
願
申
上
、
御
聞
届
被
成
下
置
重
々
難

　
　
有
仕
合
二
奉
存
候
、
然
処
二
階
上
り
場
所
無
御
座
候
而
何
分
不
便
利
二
御
座
候

　
　
二

付
、
板
間
三
尺
二
六
尺
五
寸
建
継
申
度
奉
存
候
間
、
自
由
ケ
間
敷
義
二
而
甚

　
　
奉
恐
入
候
御
義
と
御
座
候
得
共
、
此
度
図
面
を
以
御
伺
申
上
候
、
何
卒
願
之
通

　
　
御
聞
届
被
成
下
置
候
様
被
　
仰
上
被
下
度
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
（
安
政
六
年
）
未
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
村
神
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
総

　
　
　
　
　
御
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
古
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
御
組
頭

　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
御
横
目

　
　
　
　
　
　
　
飯

田
忠
治
兵
衛
殿

　

こ
の
願
書
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
祇
園
社
神
主
の
下
総
か
ら
村
役
人
を
通
し
て
八

幡
浜
の
代
官
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
き
あ
が
っ
て
き
た
建
物
に

二

階
に
上
が
る
階
段
を
付
け
る
場
所
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
板
間
三
尺
に
六
尺
五

寸
を
建
て
増
し
す
る
こ
と
が
願
い
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
代
官
か
ら
寺
社
筋
へ

文
庫
創
設
の
願
書
の
確
認
が
な
さ
れ
た
上
で
、
安
政
六
年
八
月
に
文
庫
の
完
成
が
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

代
村
庄
屋
か
ら
八
幡
浜
代
官
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
王
子
文
庫
で
あ
る
が
、
そ
の
蔵
書
の
内
容
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

い
て

は
昭
和
三
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
蔵
書
目
録
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

蔵
書
目
録
に
は
、
文
庫
設
立
当
初
か
ら
明
治
中
期
ま
で
の
書
物
六
三
六
件
一
四
〇
，

冊
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
堅
庭
の
子
供
下
総
が
八
代
学
校
で
使
っ
た
書
物
と
、
孫
の

中
枝
が
愛
媛
県
師
範
学
校
時
代
に
使
っ
た
教
科
書
を
除
く
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
堅

庭
の
時
代
の
蔵
書
で
あ
る
。

　
堅
庭
時
代
の
蔵
書
を
目
録
か
ら
見
て
い
く
と
、
史
書
の
項
目
に
は
、
『
古
事
記
』

『神
代
巻
』
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
紀
』
『
古
事
記
』
『
三
代
実
録
』
『
文
徳
実
録
』

『
日
本
外
史
』
『
日
本
政
記
』
な
ど
、
代
表
的
な
史
書
が
立
ち
並
ぶ
。
漢
書
の
項
目
に

は
、
四
書
五
経
や
そ
の
注
釈
書
、
『
唐
詩
金
粉
』
『
唐
詩
正
解
』
『
詩
韻
含
英
』
『
唐
詩

品
彙
』
な
ど
の
漢
詩
に
関
わ
る
書
物
も
揃
っ
て
い
る
。
医
家
の
項
目
に
は
、
先
に
見

た
よ
う
に
堅
庭
が
長
崎
で
学
ん
だ
際
に
入
手
し
た
も
の
を
中
心
に
、
蘭
医
学
に
関
わ

る
貴
重
な
書
物
が
並
ん
で
い
る
。
『
古
事
記
伝
』
『
玉
く
し
げ
』
『
詞
の
玉
緒
』
『
て
に

を
は
紐
鏡
』
『
直
毘
霊
』
『
美
濃
の
家
つ
と
』
な
ど
の
本
居
宣
長
の
主
要
な
著
作
を
は

じ
め
、
伊
勢
物
語
・
源
氏
物
語
・
竹
取
物
語
な
ど
の
古
典
文
学
や
そ
の
注
釈
書
、
『
冠
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字
考
』
『
詞
の
八
衛
』
『
詞
の
通
路
』
な
ど
の
語
学
書
、
『
夫
木
和
歌
集
』
『
六
百
番
歌

合
』
『
県
居
家
集
』
な
ど
の
歌
集
と
い
っ
た
本
居
宣
長
の
学
問
の
周
辺
に
関
わ
る
書

物
も
充
実
し
て
い
る
。

　
江
戸
や
大
坂

な
ど
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
物
以
外
に
も
、
堅
庭
が
嘉
永
三
年
に
医

師
の
免
許
を
得
た
こ
と
を
披
露
し
た
時
の
こ
と
を
記
し
た
「
あ
す
か
川
」
、
滑
床
の

瀧

を
見
学
に
行
っ
た
際
に
記
し
た
紀
行
文
の
「
滑
床
記
」
、
足
代
弘
訓
や
中
嶋
廣
足

な
ど
の
著
名
人
と
伊
予
の
知
人
の
和
歌
を
類
題
ご
と
に
編
纂
し
た
「
伊
余
す
た
れ
」
、

自
ら
の
和
歌
を
編
纂
し
た
家
集
で
あ
る
「
八
重
垣
集
」
な
ど
、
堅
庭
自
身
の
著
作
も

文

庫
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
塾
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
漢
籍
、
古
事
記
や
日
本
書

紀
な
ど
の
歴
史
書
、
国
学
や
和
歌
に
関
す
る
書
物
、
長
崎
よ
り
持
ち
帰
っ
た
蘭
方
医

学
の
書
物
な
ど
、
一
見
し
て
蔵
書
が
幅
広
い
分
野
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
蔵
書
は
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
は
、
現
存
す
る
王
子
文
庫
の
書
物
の
書
き
込
み
に
着
目
す
る
こ
と
で
あ
る
程
度
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
か
の
書
き
込
み
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
以
下
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

　

1
「
文
政
十
丁
亥
二
月
廿
三
日
求
之
、
本
主
清
家
大
和
」

　

2
「
此
書
ハ
村
井
則
民
先
生
書
假
借
而
天
保
四
癸
巳
十
零
一
月
中
涜
之
日
吉
田
時

　
　
観
堂
北
窓
之
下
二
写
之
　
清
家
定
雄
（
花
押
）
」

　

3
「
嘉
永
六
年
癸
丑
年
、
銀
百
八
拾
目
之
処
壱
割
引
、
銀
百
六
拾
弐
匁
二
調
、
和

　
　
家
氏
」
「
湖
月
抄
六
拾
巻
、
右
文
久
元
辛
酉
年
八
代
村
砥
園
社
頭
文
庫
江
奉
納
、

　
　
中
津
川
村
庄
官
和
家
波
門
太
　
越
智
貞
規
（
朱
印
）
」

　

1
に
本
主
と
あ
る
清
家
大
和
は
、
堅
庭
の
父
親
親
定
を
指
す
。
1
の
書
き
込
み
は
、

『庚
申
祭
儀
』
『
神
祇
』
『
神
皇
正
統
記
』
『
中
臣
祓
瑞
穂
⑨
』
『
橘
家
甲
子
祭
儀
伝
』

『諸

説
弁
断
』
『
大
学
或
問
』
な
ど
多
数
の
書
物
に
記
さ
れ
て
お
り
、
文
政
一
〇
年

（
一
八
二

七
）
に
親
定
が
一
括
購
入
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
購
入
先
は

不

明
で
あ
る
が
、
大
江
村
（
宇
和
町
）
の
岡
野
武
人
の
名
前
が
入
っ
た
書
物
が
多
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
2
は
「
職
原
紗
聞
書
」

に
あ
っ
た
書
き
込
み
で
あ
る
が
、
こ
の
書
物
は
堅
庭
が
天
保
四
年
（
↓
八
三
三
）
に

吉
田
藩
の
藩
校
時
観
堂
で
学
ん
で
い
た
際
に
、
教
授
の
村
井
則
民
か
ら
借
用
し
筆
写

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
見
た
長
崎
で
修
行
中
に
筆
写
し
た
医
学
書

な
ど
、
堅
庭
が
筆
写
し
た
書
物
も
王
子
文
庫
に
は
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
3
は
中
津
川
村
庄
屋
の
和
気
波
門
太
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
銀

一
六

二

匁
で
購
入
し
た
「
源
氏
物
語
湖
月
抄
」
六
〇
巻
を
、
文
久
元
年
（
一
八
六

一
）

に
王
子
文
庫
に
奉
納
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
1
・
2
に
あ
る
よ
う
に
、
王

子

文
庫
は
そ
の
母
体
は
清
家
家
個
人
の
蔵
書
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
が
奉
納
と
い
う

形
で

関
わ
っ
た
地
域
の
図
書
館
で
あ
っ
た
こ
と
を
3
の
書
き
込
み
は
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
書
物
の
奉
納
に
つ
い
て
は
、
奉
納
者
を
記
録
し
た
「
文
庫
書
籍
奉
納
姓

　
（
4
6
）

名
録
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
相
が
う
か
が
え
る
。
「
文
庫
書
籍
奉
納
姓
名
録
」

は
二
冊
存
在
す
る
が
、
重
複
す
る
部
分
も
多
い
も
の
の
一
部
内
容
に
違
う
部
分
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
A
本
、
B
本
と
し
て
そ
の
記
載
を
表
3
に
ま
と
め
た
。

　
書
物
の
奉
納
者
に
つ
い
て
は
、
宇
和
島
藩
側
の
人
物
と
し
て
は
宍
戸
長
緒
と
矢
野

組
代
官
須
藤
忠
太
夫
が
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
地
域
住
民
と
い

え
る
。
そ
の
中
で
は
八
代
村
庄
屋
菊
池
古
兵
衛
、
八
代
村
組
頭
飯
田
忠
治
兵
衛
、
国

木
村
庄
屋
菊
池
長
策
、
中
津
川
村
庄
屋
和
気
波
門
太
、
舌
間
村
庄
屋
矢
野
市
郎
兵
衛
、

野

田
村
庄
屋
近
田
隼
太
、
布
喜
川
村
庄
屋
摂
津
伝
左
衛
門
、
国
木
村
庄
屋
菊
池
右
衛

門
太
郎
と
い
っ
た
矢
野
組
の
近
隣
の
村
々
の
庄
屋
か
ら
多
く
の
書
物
が
奉
納
さ
れ
て

い

る
。
一
宮
大
宮
司
松
浦
上
総
、
和
霊
宮
神
主
和
田
石
見
は
、
神
職
と
し
て
の
つ
な

が
り
か
ら
の
奉
納
と
い
え
る
。
吉
田
藩
の
藩
校
時
観
堂
の
浦
瀬
退
哉
は
、
堅
庭
が
か

つ
て

時
観
堂
で
学
ん
で
い
た
の
で
、
そ
の
関
係
か
ら
の
奉
納
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
書
物
奉
納
の
背
後
に
あ
る
関
係
と
し
て
、
地
方
文
人
と
し
て
の
つ
な
が
り

も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
奉
納
し
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
宇
和
島
藩
士
の
宍

戸
長
緒
と
野
田
村
庄
屋
近
田
隼
太
は
本
居
太
平
と
そ
の
養
子
内
遠
の
門
人
と
な
っ
て

お
り
、
堅
庭
と
同
門
で
あ
る
。
堅
庭
に
こ
の
二
人
を
加
え
、
国
木
村
庄
屋
菊
池
長
策
、

一
宮
大
宮
司
松
浦
上
総
、
舌
間
村
庄
屋
矢
野
市
郎
兵
衛
、
和
霊
宮
神
主
和
田
石
見
は
、
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表3　王子文庫への本の奉納者

A　書　名 B　　書　　名 奉　　納　　者 備　　考

日本書紀30巻 日本書記（慶長判国賢朝臣奥書） 菊池古兵衛 八代村庄屋

続日本紀 続日本紀（代銀55匁以前の値段） 菊池長策（B本では長作） 国木村

日本後紀（稿本，金2歩2朱）

日本逸史（代銀36匁以前の値段）

続日本後紀（応永16年奥書）

湖月抄60巻 湖月抄（銀180目） 和気波門太 中津川村庄屋

古今類句35巻 古今類句35巻（金2両） 和気波門太 中津川村庄屋

伊勢物語5巻 伊勢物語 和気波門太 中津川村庄屋

あゆひ抄 和気波門太 中津川村庄屋

かさし抄 和気波門太 中津川村庄屋

獣肉論 獣肉論 宍戸長緒 宇和島藩士

増補四季草 増補四季之草 宍戸長緒 宇和島藩士

源氏物語 源氏物語 松浦上総 一一 宮大宮司

保建大記 保建大記 松浦上総 一宮大宮司

職原抄 職原抄 松浦上総 一宮大宮司

新撰字鏡 新撰字鏡 松浦上総 一宮大宮司

竹取物語 竹取物語 松浦上総 一宮大宮司

さころじ 松浦上総 一宮大宮司

玉鉾百首解 兵頭源治

漢事始 兵頭源治

玉勝間15巻 玉勝間 矢野市郎兵衛 舌間村庄屋

催馬楽入綾6巻 催馬楽入綾 菊池松女

古今集遠鏡 古今集遠鏡 岡田市郎左衛門

布留能山扶美 ふるの山ふみ 岡田市郎左衛門

文徳実録 文徳実録（元禄本） 飯田忠治兵衛 八代村組頭

和田石見 和霊宮神主

清少納言枕草紙15巻 清少納言枕草紙妾註 二宮佐太郎

万葉考 万葉考 惣左衛門 八代村

三代実録1部 三代実録（元禄奥書，銀93匁） 榊原左馬亮

淵酒類函 淵酒類函 浦瀬退哉 吉田時習堂

童子習 童子習 浦瀬退哉 吉田時習堂

古史止文 古史成文（銀40目） 岡崎利兵衛（B本では岩元理兵衛）

令義解 菊池源左衛門

国史略 菊池源左衛門

本朝神社考 菊池源左衛門

駅戎慨言 菊池源左衛門

日本尺籍考 菊池源左衛門

日本水土考 菊池源左衛門

天祖都城弁々 菊池源左衛門

神代紀書葦山蔭 菊池源左衛門

鉄槌 菊池源左衛門

和訓栞 菊池源左衛門
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土佐日記 菊池源左衛門

職原抄 菊池源左衛門

八代集1部 八代集1部 須藤忠太夫 八幡浜代官

三代集5巻 三代集類題5巻 須藤忠太夫 八幡浜代官

本居像懸物 本居像懸物 須藤忠太夫 八幡浜代官

古史傳16巻 古史傳（4峡合金4両1分） 近田隼太 野田村庄屋

兵頭五郎左衛門

摂津伝左衛門 布喜川村庄屋

野田克之助

上甲大舎人

歌枕秋寝覚 菊池右衛門太郎 国木村庄屋

桂園正炭二百番歌合 田部満蔵

夫木集21巻 佐川逸八郎

孝経1巻 佐川逸八郎

西洋時規定刻1巻 佐川逸八郎

文久行幸記1巻 佐川逸八郎

詩語砕金1巻 佐川逸八郎

同続篇1巻 佐川逸八郎

今人発句集1巻 佐川逸八郎

近代名家著述目録5巻 佐川逸八郎

豊後風土記（代金1朱）

常陸風土記（代金2朱）

赤県太古伝（金1両）

暦運記考（金3歩）

霊異記（金1朱200文）

大日本史100冊（金15両）

職原抄大全（金1歩2朱）

職原抄参考（金3朱）

標註職原抄校本6冊（金1歩2朱）

名目類聚抄（銀8匁5分）

佐喜草（銀6匁5分）

尚古假字拾（銀6匁8分）

六百番歌合（銀20目）

呉竹集（銀15匁）

日本紀通証（銀65匁）

古語拾遺句解（銀3匁5分）

古語拾遺言除抄（銀7匁）

朝野群載（金3両）

神社考（銀10匁）

神社啓蒙（銀22匁5分）

神名帳考証（銀22匁5分）

令集解（銀22匁5分）

旧事記国造本紀（銀22匁5分）

大八島記（銀22匁5分）



出生後語（銀5匁）

平田出生笑語（銀21匁）

守部先生著言語海

万葉集墨縄

三代集聚要

鐘乃響（銀6匁）

歌意考（銀3匁5分）

ふり分髪（銀2匁8分）

勢語臆断（銀15匁）

勢語古意（銀12匁）

礼義類典（50両より70両迄）

類聚国史（金1両2歩又2両）

源氏標釈（金1両）

蘭語釈増補5冊（金2両1歩）

和蘭宗彙（金11両）

消息文例（銀22匁）

新古今集（銀12匁）

土佐日記考証

貞観儀式

姓氏録

西宮記

北山抄

牛頭天皇暦神弁

桐火桶3冊（銀5匁）

詠歌大観3冊（金1朱2匁）

あゆひ抄5冊（金1歩1朱）

かさし抄3冊（金1朱4匁）

令義解校本6冊（金1歩3朱3匁）

和漢年契1冊（金2朱3匁）

皇朝史略（金1両2朱）

続皇朝史略

日本外史

国史纂論

史籍年表

姓氏録

和名抄

釈日本紀

三代格

標註江家次第32冊

標註禁秘御書校本
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井上淳［幕末期在村蘭方医の医療と社会活動］

い

ず
れ
も
嘉
永
七
年
（
↓
八
五
四
）
に
伊
予
の
歌
人
の
和
歌
を
集
め
て
作
ら
れ
た
歌

集
「
ひ
な
の
て
ふ
り
」
に
和
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
堅
庭
と
も
和
歌
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

た
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
学
、
和
歌
を
通
じ
た
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
、
王
子
文
庫
を
支
え
て
い
く
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
背
後
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

最
後
に
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
記
さ
れ
た
「
文
庫
書
籍
奉
納
姓
名
録
」
A
本

の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
た
堅
庭
の
子
供
清
家
下
総
の
前
書
を
紹
介
す
る
。

　
　
（
資
料
1
5
）

　
　

皇
朝
学
の
義
者
当
今
於

　
　

天
朝
専
御
採
用
二
相
成
、
漢
土
西
洋
の
学
者
皇
学
羽
翼
と
し
て
大
学
被
相
建
候

　
　
旨
日
誌
を
以
兼
而
御
布
告
二
相
成
、
其
後
告
諭
小
冊
等
御
布
告
之
大
意
も
専
皇

　
　

国
の
万
国
に
勝
れ
た
る
根
元
を
相
弁
、

　
　
天
朝
を
奉
尊
戴
候
御
趣
意
に
て
国
学
の
義
一
通
リ
ハ
弁
別
不
致
候
而
者
不
相
成

　
　
時
合
二
候
而
其
通
二
志
候
面
々
も
有
之
候
得
共
、
何
分
に
も
書
物
無
之
微
力
の

　
　
者
の
ミ
に
て
書
籍
相
求
候
て
相
学
候
義
も
出
来
不
申
、
依
之
和
書
・
漢
書
・
蘭

　
　
書
何
の
書
に
て
も
八
坂
神
社
文
庫
へ
奉
納
被
下
候
ハ
・
お
ひ
く
皇
道
も
相
弘

　
　
り
候
義
と
偏
奉
希
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尺
神
社
神
主
清
家
定
壽

　
前
書
に
は
、
ま
ず
国
学
中
心
漢
洋
三
学
綜
合
制
の
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
に
出
さ
れ
た
太
政
官
布
告
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
下

総
は

そ
れ
を
深
く
読
み
込
み
大
い
に
賛
同
し
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て
そ
れ
に
対
応

す
る
に
は
微
力
な
者
が
そ
れ
ぞ
れ
で
書
物
を
購
入
し
て
い
て
も
無
理
で
あ
り
、
多
く

の

書
物
を
八
坂
神
社
の
文
庫
へ
奉
納
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
し
て
い
る
。
書
物
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
学
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
先
に
見

た
蔵
書
構
成
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
書
・
蘭
書
も
幅
広
く
収
集
し
よ
う
と
い

う
意
志
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
書
は
中
央
で
進
む
大
学
設
置
の
動
き
に
対

す
る
地
域
の
最
も
鋭
い
反
応
を
示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
堅
庭
が
生
み
出
し
た

王
子

文
庫
は
、
決
し
て
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
が
自
ら

の

力
で
つ
く
り
あ
げ
た
開
か
れ
た
図
書
館
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　

本
稿
で

は
宇
和
島
藩
領
八
代
村
在
村
医
清
家
堅
庭
を
取
り
上
げ
、
医
療
活
動
・
社

会
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
堅
庭
は
嘉
永
元
年
頃
長
崎
の
楢
林
宗
建
に
蘭
医

学
を
学
ん
だ
後
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
亡
く
な
る
明
治
一
〇
年
（
一
八
七

七
）
ま
で
八
幡
浜
と
八
代
村
で
医
療
活
動
に
従
事
し
た
。
当
時
育
ち
つ
つ
あ
っ
た

「薬
品
之
儀
ハ
医
術
之
根
元
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、
堅
庭
は
よ
り
よ
い
薬
を
求
め

て

医
療
に
当
た
っ
た
ほ
か
、
嘉
永
五
年
に
宇
和
島
藩
で
開
始
さ
れ
た
種
痘
の
普
及
を

地
域
で
支

え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
堅
庭
の
医
療
活
動
は
、
江
戸
時
代
の

在
村
蘭
学
の
流
れ
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　
も
う
一
方
で
、
堅
庭
は
天
保
六
年
に
本
居
内
遠
に
入
門
し
て
以
降
、
内
遠
お
よ
び

そ

の

周
辺
の
国
学
者
と
手
紙
の
や
り
と
り
を
続
け
て
お
り
、
本
居
派
の
国
学
・
和
歌

を
学
び
、
教
育
面
で
は
嘉
永
六
年
か
ら
明
治
六
年
に
か
け
て
居
村
の
八
代
村
を
中
心

に
近
隣
の
五
反
田
村
・
八
幡
浜
な
ど
の
子
供
た
ち
を
教
え
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

文
化
活
動
・
教
育
活
動
の
延
長
線
上
に
、
私
設
図
書
館
で
あ
る
王
子
文
庫
の
建
設
を

行
い
、
書
物
を
広
く
地
域
に
公
開
し
た
。
堅
庭
の
こ
う
し
た
活
動
か
ら
は
、
在
村
蘭

方
医
が
た
ん
に
医
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
に
お
い
て
自
ら
が
身
に
付
け
た
知
識
を

広
め
る
社
会
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
え
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
堅
庭
は
神
職
と
し
て
国
学
に
関
わ
り
、
ま
た
医
療
に
お
い
て
蘭
学
に

も
関
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
は
堅
庭
の
中
で
は
こ
の
二
つ
の
学
問
は
矛
盾
し
な

か
っ

た

の

で

あ
ろ
う
か
。
堅
庭
は
最
初
に
医
療
免
許
を
与
え
ら
れ
た
際
に
、
宇
和
島

藩
の
社
人
頭
取
か
ら
神
職
を
止
め
る
よ
う
に
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時

社
会
通
念
と
し
て
は
触
稜
意
識
と
の
関
わ
り
か
ら
か
、
神
職
と
医
師
は
両
立
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
堅
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庭

は
な
ぜ
医
師
に
な
り
蘭
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
文
庫
書
籍
奉
納
姓
名
録
」

A
本
の
前
書
に
は
、
国
学
中
心
と
し
つ
つ
も
、
漢
学
と
洋
学
の
三
学
綜
合
制
の
大
学

を
設
立
し
よ
う
と
す
る
大
学
構
想
に
堅
庭
の
子
供
下
総
が
賛
同
し
て
い
る
こ
と
を
記

し
た
が
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
大
学
構
想
に
示
さ
れ
て
い
る
精
神
は
堅
庭
の
学
問
に

向
か
う
姿
勢
に
も
近
い
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
国
学
と
蘭
学
の
両

立
の

問
題
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
謝
意

　
本
論
を
成
す
に
あ
た
り
、
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
学
芸

員
井
上
千
秋
氏
、
清
家
利
雄
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
福
井
太
郎
先
生
に
は
、
八
代
菊
池
家
文
書
の
整
理
や
清
家
堅
庭
に
関

す
る
資
料
の
ご
提
供
な
ど
、
様
々
な
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
生
は
二
〇

〇

三

年
（
平
成
一
五
）
二
月
二
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
　
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
『
伊
予
の
蘭
学
ー
近
代
科
学
の
夜
明
け
ー
』
（
一
九
九
七
年
）
。

（
2
）
　
拙
稿
「
幕
末
期
在
村
蘭
学
者
の
医
療
活
動
ー
有
友
良
慶
の
足
跡
ー
」
（
『
伊
予
史
談
』
一
三

　
　
三
号
、
一
九
九
九
年
）
。

（
3
）
　
『
愛
媛
県
史
』
社
会
経
済
6
社
会
（
一
九
八
七
年
）
六
九
頁
。

（
4
）
　
福
井
太
郎
「
清
家
堅
庭
の
業
績
」
（
『
八
幡
浜
史
談
』
第
一
九
号
、
一
九
九
一
年
）
が
清
家

　
　
堅
庭
に
関
す
る
最
も
ま
と
ま
っ
た
記
述
で
あ
る
。
そ
の
他
『
八
幡
浜
市
誌
』
（
一
九
八
七
年
）
、

　
　
『
愛
媛
県
史
』
人
物
二
九
八
九
年
）
に
堅
庭
の
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
。
王
子
文
庫
の
書
物
は
そ
の
一
部
が
八
幡
浜
市
指
定
文
化
財
と

　
　
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
は
未
整
理
の
た
め
現
在
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
。
八
代
菊
池
家
文
書
は
既
に
略
目
録
が
完
成
し
、
『
八
幡
浜
史
談
』

　
　
第
二
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
福
井
太
郎
「
八
代
村
菊
池
庄
屋
文
書
明
細
」
が
掲
載
さ
れ
て

　
　
い
る
。

（
7
）
　
八
幡
浜
市
八
代
・
清
家
利
雄
氏
蔵
。

（
8
）
　
八
幡
浜
市
八
代
・
清
家
利
雄
氏
蔵
。

（
9
）
前
掲
註
（
2
）
。

（
1
0
）
　
「
堅
庭
医
按
」
（
王
子
文
庫
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（
1
1
）
　
「
処
方
録
」
（
王
子
文
庫
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（
1
2
）
　
『
家
中
由
緒
書
』
下
（
近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
）
一
三
＝
頁
。

（
1
3
）
　
以
下
、
本
稿
の
薬
に
関
す
る
記
述
は
、
青
木
歳
幸
「
幕
末
期
蘭
方
診
療
の
実
態
」
（
『
在
村

　
　
蘭
学
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
、
広
川
響
『
蘭
療
薬
解
』
（
『
江
戸
科
学
古
典
宋

　
　
書
二
七
蘭
療
方
・
蘭
療
薬
解
』
恒
和
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
、
長
崎
大
学
薬
学
部
編
『
出
島
の

　
　
く
す
り
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
に
拠
っ
た
。

（
1
4
）
　
林
敬
編
『
伊
予
宇
和
島
藩
医
林
道
仙
家
譜
資
料
』
（
一
九
八
八
年
）
。

（
1
5
）
　
八
幡
浜
市
八
代
・
清
家
利
雄
氏
蔵
。

（
1
6
）
　
米
田
該
典
『
洪
庵
の
く
す
り
箱
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
九
八
頁
。

（
1
7
）
　
宇
和
島
藩
の
種
痘
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
幕
末
期
宇
和
島
藩
に
お
け
る
種
痘
の

　
　
普
及
に
つ
い
て
」
（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
『
伊
予
の
蘭
学
ー
近
代
科
学
の
夜
明
け
ー
』
所

　
　
収
）
に
記
し
た
が
、
本
稿
で
は
一
部
新
た
な
事
例
も
加
え
て
記
述
し
た
。

（
1
8
）
　
田
中
家
文
書
調
査
会
編
『
三
浦
田
中
家
文
書
』
第
二
巻
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
一

　
　
八
〇
頁
。

（
1
9
）
　
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
幕
末
維
新
（
］
九
八
七
年
）
一
五
七
号
、
八
一
七
頁
。

（
2
0
）
　
嘉
永
七
年
「
諸
願
書
差
紙
類
控
」
（
八
代
菊
池
家
文
書
）
。

（
2
1
）
　
「
水
か
や
日
記
」
（
王
子
文
庫
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（
2
2
）
　
安
政
三
年
「
御
用
役
用
廻
達
留
」
ハ
八
代
菊
池
家
文
書
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（
2
3
）
　
嘉
永
五
年
「
御
廻
文
控
」
（
梶
原
家
文
書
、
宇
和
町
先
哲
記
念
館
蔵
）
。

（
2
4
）
　
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
幕
末
維
新
二
二
一
号
、
八
五
九
頁
。

（
2
5
）
　
『
愛
媛
県
医
師
会
史
総
合
版
』
（
一
九
六
九
年
）
三
七
一
～
三
七
二
頁
。

（
2
6
）
　
『
愛
媛
県
医
師
会
史
総
合
版
』
三
七
二
頁
。

（
2
7
）
　
『
愛
媛
県
史
』
社
会
経
済
6
社
会
、
一
九
頁
。

（
2
8
）
　
田
中
家
文
書
調
査
会
編
『
三
浦
田
中
家
文
書
』
第
］
巻
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
五

　
　
六
二
頁
。

（
2
9
）
　
『
伊
方
町
誌
』
（
一
九
八
七
年
∀
二
三
八
頁
。

（
3
0
）
　
慶
応
三
年
「
諸
御
用
留
牒
」
（
亀
甲
家
文
書
、
松
山
大
学
図
書
館
蔵
）
。

（
3
1
）
　
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
幕
末
維
新
、
一
六
〇
号
、
八
一
八
頁
。

（
3
2
）
　
慶
応
三
年
「
諸
願
書
差
紙
類
控
」
（
八
代
菊
池
家
文
書
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（
3
3
）
　
近
藤
倍
『
国
学
文
献
集
解
』
（
一
九
四
四
年
、
中
央
公
論
社
）
一
二
四
～
一
二
六
頁
。
な
お
、

　
　
本
稿

に
お
け
る
清
家
堅
庭
の
国
学
・
和
歌
に
つ
い
て
の
記
述
は
同
書
に
拠
る
部
分
が
大
き
い
。

（
3
4
）
　
近
藤
倍
『
国
学
文
献
集
解
』
］
四
九
～
一
五
一
頁
。

（
3
5
）
　
『
近
田
永
潔
八
束
冬
載
歌
文
集
』
（
大
洲
文
化
叢
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
三
七
二
頁
。

（
3
6
）
　
『
八
幡
浜
市
誌
』
（
一
九
八
七
年
）
七
七
四
頁
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（
3
7
）
　
八
幡
浜
市
八
代
・
清
家
利
雄
氏
蔵
。

（
3
8
）
　
元
治
二
年
「
切
支
丹
宗
門
御
改
牒
」
（
八
代
菊
池
家
文
書
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（
3
9
）
　
江
戸
時
代
後
期
各
地
に
文
庫
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
が
、
そ
の
概
観
を
記
し
た
も
の
と
し
て

　
　
は
小
野
則
秋
『
日
本
文
庫
史
』
（
教
育
図
書
K
・
K
、
一
九
四
二
年
）
、
落
合
重
信
「
近
世
国
学

　
　
者
に
よ
る
図
書
館
設
立
運
動
』
（
神
戸
学
術
出
版
、
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
個
別
事

　
　
例
と
し
て
は
、
平
田
派
の
国
学
者
で
吉
田
在
羽
田
村
（
豊
橋
市
）
の
羽
田
八
幡
宮
神
主
羽
田

　
　
野
敬
雄
が
つ
く
っ
た
文
庫
を
取
り
上
げ
た
田
崎
哲
郎
「
市
民
的
図
書
館
の
先
駆
ー
羽
田
八
幡

　
　
宮
文
庫
を
め
ぐ
る
人
々
ー
」
（
『
地
方
知
識
人
の
形
成
』
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（
4
0
）
　
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
。

（
4
1
）
　
安
政
四
年
「
諸
願
書
差
紙
類
控
」
（
八
代
菊
池
家
文
書
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
）
。

（4
2
）
　
前
掲
註
（
4
1
）
。

（
4
3
）
　
安
政
六
年
「
諸
願
書
差
紙
類
控
」
（
八
代
菊
池
家
文
書
）
。

（4
4
）
　
前
掲
註
（
4
3
）
。

（
4
5
）
　
八
幡
浜
市
八
代
・
清
家
利
雄
氏
蔵
。

（
4
6
）
　
王
子
文
庫
、
八
幡
浜
市
民
図
書
館
蔵
。

（
4
7
）
　
「
ひ
な
の
て
ふ
り
」
は
、
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
文
学
（
一
九
八
二
年
）
一
九
六
～
二
八
八

　

頁
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇
三
年
三
月
一
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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The　Medicine　a皿d　Social　Activities　of　Village　Physicians　of　the　Western　School　at

the　End　of　the　Edo　Era：the　Legacy　of　Seike　Kataniwa

INOUE　Jun

This　paper　examines　the　medical　activities　and　social　activities　of　Seike　Kataniwa，　a　village　physician　in　Yashiro

village　in　the　Uwajima允udal　domain（Yawatahama　City，　Ehime　Pre允cture）．

　　　Kataniwa　was　born　into　a　family　of　Shinto　priests　working　at　Yasaka　Jinja　shrine　in　Yashiro　village　in　1814．

After　studying　medicine　with　Ninomiya　Shunshou，　a　physician　in　Kataniwa’s　native　Yawatahama－honmachi，

Kataniwa　headed　for　Nagasaki　in　1848　where　he　became　engaged　in　an　intensive　study　of　Western　medicine

under　the　tutelage　of　Narabayashi　Souken．　Afterward，　he　spent　from　1850　until　the　time　of　his　death　in　1877

working　as　a　regional　physician　in　Yawatahama　and　Yashiro　village．　During　the　period　at　the　end　of　the　Edo　Era

when　Kataniwa　was　practicing　medicine，　conditions　were　being　established　in　the　Yawatahama　region　that

enabled　patients　to　receive　treatment加m　a　number　of　physicians　if　they　so　desired．　As　one　of　them，　Kataniwa

applied　himself　to　medicine　and　sought　ef免ctive　medicines　under　the　motto“medicinal　remedies　are　the

丘）undation　of　the　art　of　medicine”and　in　1852　when　the　Uw司ima飴udal　domain　started　vaccinations　he　and　other

village　physicians　fu1丘lled　a　supPorting　role　in　the　adoption　of　vaccinations　over　the　en6re　territory　of　the　feudal

domain．

　　　Kataniwa　had　also　studied　Kokugaku　and　classical　poetry　fOllowing　the　Motoori　Norinaga　school　and

between　1853　and　1873　he　opened　a　private　school　and　was　active　in　spreading　around　the　region　the　knowledge

that　he　himself　had　learned　through　activities　such　as　teaching　approximately　300　students　from　the　local　area．

His　most　notable　activity　was　building　a　private　library　known　as　Oji　Bunko　in　the　grounds　of　Yasaka　Jinja　shrine．

In　1859　he　completed　a　two－roomed　tile－roofbd　building　where　he　housed　more　than　a　thousand　books丘om　a

variety　of　fields　spanning　Chinese　studies，　Japanese　studies（Kokugaku），　and　Western　medicine．　Although　Oji

Bunko　consisted　mainly　of　Kataniwa’s　own　collection　of　books，　a　great　many　books　were　donated　through　the

network　of　local　village　of丘cials　and　the　region’s　intellectuals，　and　these　books　were　made　available　throughout

the　region．

　　　Research　conducted　into　physicians　practicing　Western　medicine　in　rural　villages　to　date　has　mainly

concentrated　on血eir　medicine．　Howeveちas　sho㎜by　the　example　of　Kataniwa，　the　acti湘es　of　these　physicians

were　not　limited　to　medicine　as　it　has　become　clear　that　they　played　a　social　role　in　which　they　put　back　into　their

local　regions　the　knowledge　they　had　acquired．　The　fact　that　Kataniwa　had　learned　Kokugaku　as　a　Shinto　priest，

became　a　physician　and　learned　Western　medicine　indicates　that　for　Kataniwa　traditional　Japanese　studies　and

Western　medicine　were　compatible．　This　compatibility　is　similar　to　the　spirit　demonstrated　in　the　concept　of　a

university　in　1873　when　steps　were　being　taken　to　establish　a　university　that　combined　the　three　spheres　of

learning，　Chinese　studies，　Japanese　sttldies　and　Western　studies，　albeit　with　a　concentration　on　Japanese　sttldies．
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